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　ここに自分が住んでいるという事実に、未だどうにも馴染まない──。

　広さ、およそ二十畳。空調の効いた贅沢すぎるリビングダイニングキッチンに足を踏み入れるたび、優ゆ愛あは場違いだという感覚に襲われる。けれど、それ以上に信じがたいのは、部屋の真ん中にたたずむイケメン──契約上の優愛の夫の存在だ。

　やや左分け、少し長めの暗めの茶色の髪。スポーツブランドのロゴの入った白いＴシャツに包まれた上体は、どちらかといえば筋肉質で、さすがモデルと言うべきか。部屋着にしている、グレーのシンプルなカジュアルパンツに包まれた脚は、彼の長身にふさわしく文句なしに長い。

　シャワーから出てきた優愛に気づいたのか、彼は、ひとつ大きな伸びをする。そして、百八十センチの長身を折り曲げるようにして手に持っていた炭酸水のペットボトルをそっとテーブルに置いた。レモンフレーバーのそれは、最近のお気に入りらしい。

　バルコニー越しに見える東京の夜景をバックにしていてもまったく劣ることのない輝きを放つ様は、さすが芸能人だと思わずにいられない。

（寡黙、とか、クール、とか……あ、そういえば、一匹狼って書かれてたこともあったかも？）

　テレビやネットで見聞きする限り、世間の彼のイメージは、『ぶっきらぼう』あたりが妥当なのだろう。もっとも、ほとんど完璧なまでに左右対称の整った顔立ちで、メディアでも凛とした生真面目な表情のことが多いから、決して否定的な意味でそう言われているわけでもないようだ。

　高嶺の花とでも言えばいいのだろうか。

　群れをなさず、決して媚びない、孤高の肉食獣のようなそっけない態度がデフォルトのようだが、今、優愛の目の前にいる夫は──大おお河か原わら蒼あおは、そんなそぶりは一切見せない。それどころかもうすっかり役に入り込んでいるらしく、甘いとしか形容できない笑顔を浮かべている。

　半端な場所で立ち止まってしまった妻を案じる夫のふり──「ん？」と眉を上げる蒼に、優愛は戸惑いながらも微笑みを返した。

「お待たせ、しました……」

　あ、と気づいた時にはすでに遅く。

　優愛の敬語を耳ざとく聞き取った蒼は、「ゆ、あ」と一字ずつ区切って名前を呼ぶことで、不満を露わにする。

「ごめん、つい……」

　困惑を隠しきれない優愛に、蒼が目元を緩ませるのも、最近ではよく見る光景だ。続けざまに、こちらの歯の浮くような言葉をさらりと口にするのも。

「いいよ。困ってるところも可愛いから許す」

　ふふっと笑う彼は、色気を振り撒くようにして優愛の視線を絡め取る。

「じゃあ、優愛……始めるよ？」

　ただの俳優業のお手伝い。蒼の演技力を磨くための練習を、冗談めかして彼が〝大河原夫妻の夜の儀式〟と言うようになったのは、いつからだろう。

　あっという間に自身が架空の世界に入り込み、そして周囲の人間をもその世界観に引き摺り込む演技力は、天賦の才だと思う。

　ほとんど独白に近いシーンをすらすらと演じる彼には、毎度のことながら感心させられる。

　今夜、蒼に練習相手を頼まれた場面は、小さな誤解からすれ違っていたカップルが本音を明かすシーンだ。

「俺は、まだ好きだよ。今までも、もちろん、これからもずっと愛してる──」

　迫真の演技に、優愛の心臓がうるさく騒ぎ出す。

（恥ずかしい……）

　頬が熱くて、耐えられない。

　赤くなった優愛に気づいた蒼が、ふっ、と小さく笑った。

「可愛い。耳まで真っ赤になってる」

「──それ、台本と違う」

　悔し紛れの文句は、あっさりと抱擁にかき消された。ふわっと体が浮いた感覚に続いて、視界が上下する。

　あっという間に、ソファーの上で蒼に横抱きにされている状態の完成だ。

「うん。だから、この先は、俺の〝女性恐怖症〟の治療……一緒に頑張ってくれるんでしょ？」

　女性恐怖症──それが、優愛の契約上の夫にして、世間の注目を集める売り出し中のマルチタレント、大河原蒼の最大の秘密。

　部屋着の下に滑り込んだ大きな手が、ブラの上から胸に触れる。レースの縁取りをなぞる指は、彼の躊躇を示すように同じところを何度も往復する。

　でも。

（苦しそう……）

　そう思ってしまうのは、優愛を見る蒼が不意に視線を逸らすせいか。あるいは、何かに耐えるように数秒だけ動きを止めてぐっと奥歯を噛み締める仕草のせいか。

　目元が赤く染まって見えるのも、少しだけ早くなった呼吸も、色っぽいのに辛そうにも見える。

　心配でたまらないのと同時に、彼が女性恐怖症を克服したい気持ちを応援もしたくて。

（大丈夫、なのかな……？）

　様子を伺うように彼を見上げれば、再度、やけに熱っぽい眼差しと正面からぶつかる。

「優愛？」

　低い声からは、感情を推し量ることができなくてもどかしい。

「……んっ……！」

　決断を優愛に委ねるのをやめたのか、ブラのカップをずらした蒼の手が、赤く熟れた飾りをそっと摘んだ。敏感なそこは、毎夜のように蒼から与えられる快感を覚えてしまい、先をねだるようにたちまちきゅっとかたくなる。

　同じことを思ったのか、蒼がゆっくりと口角を上げ、優愛の耳に唇を寄せる。

「優愛の胸はやわらかいのに、ここだけかたくなってる。わかる？」

「ん……」

　素直に認めれば、ぺろっと耳たぶを舐められる。ぞわりとした感覚で全身が震える。

（だめ、気持ちいい……）

　乳頭をいじっていた蒼の手が、今度は脇腹をなで、臀部のまるみから太ももまでを行き来する。

「すべすべ」

　ぎゅっと抱きしめられ、宝物に触れるように優しく愛られ。

　甘くくすぐったい感覚の中で時折生まれる淫靡な熱が、少しずつお腹の奥に蓄積していく。

「優愛、ほんと可愛い。優愛ならずっと触ってたい……」

　くぐもった声に合わせ、彼の手がショーツの隙間から中に侵入する。

　期待に濡れた淫窟から、こぽりと蜜が溢れるのを感じて赤面すれば、それを見越したかのように入り口の浅い部分を指で撫でられた。

「んぁ、っ……！」

「濡れてるね」

　くちゅ、と水の音がして、指がナカに沈んでいく。

「っ、ぁ……」

「こっちもやわらかいし、熱い」

「やぁ……」

　我慢しきれず、羞恥でぷるぷると首を左右に振れば、「優愛」と宥めるように名前を呼ばれた。

　歓喜でぴくっと肉壁がひくつき、意図していないのに蒼の指に絡みつくのがわかる。

「可愛い」

　囁かれた言葉は、彼の気持ちを伴わない。

　甘やかな演技の世界と対照的な、悲しい現実。

（だめ。これは演技だから、本気にしちゃだめ）

　優愛は、蒼の指に翻弄されながら、必死で自分にそう言い聞かせた──。
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　かろうじて都内と呼べるエリアの、ごくありふれた築三十年越えのマンション。

　キッチンに立つ優愛からは、その一室、──正確には四人がけの平凡極まりないリビングテーブルに、まったく似つかわしくない華やかさを放つ男女が向かい合って座っているのが見える。

　ひとりは、このマンションの住人でもある村むら井い和わ花か。優愛の五つ年上の姉で、芸能事務所に勤務するバリバリの仕事人間。スーツに包まれたスレンダーな体つきはもちろんのこと、少しキツめの顔立ちも、自身が芸能人としても活躍できそうなほどの美貌を誇る。

　もうひとり、和花の対面に座る長身の男は、大河原蒼だと紹介された。和花の勤務する芸能事務所に所属していて、彼女がマネージャーを担当していると聞いている。最近モデルから俳優への転向をしたマルチタレントらしい。

　大河原蒼──、と心の中だけで目の前のイケメンの名前を反芻する。

　芸能関係に疎い優愛でさえ、彼の顔と名前を知っている。

（すごい。……何ていうか、まとってるオーラが違う）

　彼を包む空気だけが、周りのそれよりもパリッとしているような錯覚を覚える。

　春らしいオフホワイトのノーカラーシャツに、カジュアルなネイビーの薄手のジャケット。メンズファッションに詳しくない優愛だが、それでもなんとかグレーのボトムスをチノパンというものだろう、と推測する。派手さはなく、正直に言えば街中でもよく見る格好なのに、着こなす人間によってこんなに違うものなのか、と感心してしまう。

　蒼の全身から発せられる晴れやかさに圧倒されるのは勿論のこと、ついその整った顔立ちや無駄のない所作のひとつひとつを目で追ってしまうのだ。

（さすが、こういう人が売れっ子芸能人になるのも納得と言うか……）

　忙しなくスマホとタブレットを操作する和花と、所在なさげな蒼。そんなふたりを前に、このマンションのもうひとりの住人である村井優愛は、そっと三人分のアイスティーをテーブルに並べた。状況を把握できず、仕方なく空いた席に腰掛ける。

　目線は、ついつい初対面の客人に引き寄せられる。

　キューティクルの整った健康的な蒼の美髪は、それこそシャンプーやヘアワックスのＣＭに適任だと思う。

　伏し目がちな長い睫毛。すっと通った鼻筋。バランスの良い唇。

　近くに立った拍子に偶然見えた、シャツの襟ぐりから覗く鎖骨に、こちらがこそばゆくなるような男の色気を感じたことを思い出し、優愛はひとりで赤面した。

　無遠慮な視線に気づいたのだろう。

　顔を上げた蒼は、優愛と視線を合わせることはせず、けれど小さく頭を下げる。

　予期せぬ来客と共に姉の和花が帰宅したのが、午後八時より少し前。『ちょっと優愛も一緒に座って、話を聞いて』と言ったくせに、姉は先ほどからもう十分近くもずっとあちこちに電話をかけたり、何かを調べたりしている。

（そういえば、先週、お姉ちゃんが職場で頂いてきたクッキーがまだあった気がする）

　時間がかかるのなら何かつまめるようなお菓子でも──、と考えたちょうどその時、長かった和花の電話がやっと終わったらしく、盛大なため息と共にスマホをテーブルに置いた。

「ふたりとも待たせてごめんね」

　和花はそう言うと、手近なアイスティーのグラスを奪うように持ち上げた。よほど喉が乾いていたのか、豪快に一気に飲み干す。

　百六十五センチ近い身長の姉は、決して大柄なわけではないが、実際よりも長身に見られがちだ。小顔効果のある、パーマをかけた茶色のショートカットのせいでもあるし、スレンダーな体型でカッチリとしたパンツスーツを着こなしているせいでもあるだろう。

（──それに比べて、私は……）

　和花の隣に座っているが、正直、華やかな雰囲気を持つふたりと同席するのは気が引ける。

　百六十センチに満たない平均的な身長と、凹凸のはっきりした、よく言えばグラマラスな体型。大きな胸に見合うような、人の目を引く目鼻立ちなら多少はコンプレックスも軽減したかもしれないが、残念ながら、父親譲りの奥二重を皮切りに、鼻も唇も特に派手さはない。むしろ、普通を絵に描いたような顔だ。

　ひとりだけ事情が呑み込めない優愛は、仕方なく、無言のままでふたりの様子を伺う。彼女の当惑に気づく素振りも見せず、──あるいは気づいていても知らないふりで、和花がタブレットを片手に口火を切った。

「あのね、ふたりに、──と言うより、優愛に提案があるの」

　ここで言葉を切った和花は、もったいぶったわざとらしさで優愛と蒼の顔を見比べる。

　優愛も、つられて蒼の様子を伺えば、彼の方は事情を察しているのか、心なしか先ほどよりも緊張した面持ちだ。

（あれ？　確か、この人って少し前に撮影現場でトラブルを起こしたってネットニュースになってたような……？）

　不自然なほどに身を固くし、借りてきた猫のようにおとなしい今の様子からは想像もつかないが、女性スタッフに暴力を振るった、とか、あるいは逆にスタッフを色仕掛けで誑かした、とか、面白おかしく書き立てられていたようだ。

　姉の所属する事務所の芸能人だったという理由だけで留まっていた記憶を引っ張り出すと、優愛の思考を読んだかのように和花がひとつ頷いてから口を開いた。

「ネットで広がってる蒼の噂、知ってるでしょう？」

　慌てて和花の方に顔を向ければ、彼女はやわらかな髪を揺らして小首を傾げる。

「……うん、まぁ……少しは」

　さすがに暴力や色仕掛けというキーワードを本人の前で出すのは気が引けて、優愛は再び蒼に向かって遠慮がちに視線を投げかける。

　不意に蒼と視線が絡み合ったが、一瞬で逸らされてしまって違和感を覚えた。

（なんか、イメージと違う……？）

　暴力とも色仕掛けとも程遠い、何かを警戒するような目つき。そう思ったのは優愛の勘違いだろうか。

　今度は、明らかにこの場でいちばん事情を理解しているであろう姉に助けを求める視線を向ける。その視線を受け止めながらも、優愛と蒼の様子を見ていた和花は、やはり困ったように眉尻を下げた。

　蒼本人は、相変わらず少し険しい顔で、視線を下に向けたままだ。

　テーブルの上の蒼の分のアイスティーのグラスは手つかずのまま、もうすっかり水滴で濡れてしまっている。

　誰も何も言わないままに数秒。話を進めていいと判断したのか、和花は手慣れた様子でスマホを操作し、その画面を優愛に向けながら言葉を続ける。

　見せられたスマホには、蒼のＳＮＳの公式ページが表示されていた。フォロワー数は一般人である優愛の比ではないが、書き込まれているコメントには『裏切られた』『最低』などネガティブな内容も目立つ。

「暴力も色仕掛けも真っ赤な嘘なんだけど、売り出し中のマルチタレントっていうだけで目をつけられちゃってね、こうして根も葉もない噂ばっかりネットニュースになっちゃって……」

「……ひどい」

　ぽろっとこぼれた感想に、視界の隅で、蒼がびくっと動揺して見せる。何かおかしなことを言っただろうか、と訝っていたところで、和花が口を開いた。

「それでね、この状況をどうにかするために、優愛が蒼と結婚するのはどうか、と思うの」

　蒼を自分の名前と『結婚』という言葉だけは、かろうじて優愛の耳にも届いた。

　けれど、例え聞き間違いだとしても図々しい誤解だ、と自分に対して冷静に突っ込む。

「蒼が既婚者だってわかれば、多少は社会的な信頼も得られるだろうし。それに、今のネガティブなイメージを覆すような大きなネタがあれば、きっとマスコミもそっちに注目と思うの」

　担当する芸能人のトラブルは、マネージャーである和花にとっても避けたいことのはずだ。

（でも、なんか引っかかる……）

　妹の優愛から見ても些か仕事中毒気味の姉だ。とは言え、自分の仕事に優愛をこうして巻き込むことは一度もなかった。

　優愛の怪訝そうな顔を察したのだろう。和花が通勤鞄から書類を取り出した。複数枚あるうち、一番上に置かれた紙には『雇用契約書』と記されている。促されるままにぺらぺらめくり、それらにザッと目を通せば、なぜかそこには事務的な雇用条件が書かれていた。

　コンビニでバイトをしていた頃に同じような書面を目にした記憶がある。

「あの……お姉ちゃん？」

　和花の意図がさっぱり読めない。

「結婚って言っても、普通の結婚じゃなくて。まあ、いわゆる契約結婚ね」

　なんでもないことのように言われても、優愛はやはりまだ話の展開が読めない。目の前の蒼が時々見せる、優愛を探るような眼差しも気がかりだ。

（……探るっていうか、どっちかといえば、助けを求めてる、みたいな……？）

　蒼自身はすでに和花の言う『契約結婚』の事情を把握しているのか、驚いた素振りはない。

　けれど、決して落ち着き払っているというわけではなく、臆病に警戒しながらも、それでも優愛に縋っているようにも見える。たぶん優愛よりも年上のはずだが、今の彼は、どこか迷子の少年を彷彿とさせる。

「勘違いしないでほしいんだけど、これはあくまでもビジネスなの。ハウスキーパーみたいな感じかな。優愛には、蒼の生活面でのサポートをしてほしい」

　《妻》として蒼のごはんを作ることが主な業務で、その写真を蒼のＳＮＳにアップすることで愛妻家のイメージを作り出したいらしい。

「それに、優愛にもメリットがあるでしょう？　あんた、私が結婚してこの家を出ちゃったら行くところないじゃない。だから契約結婚ってかたちで蒼と一緒に暮らせば、当面の間は、仕事と住む場所の両方の問題が解決するってわけ」

　さすが姉妹の遠慮のなさで、和花が優愛の痛いところをついてくる。

　グッと言葉に詰まって視線を泳がせると、リビングのカラーボックスの上に飾られた両親の写真が目に留まった。

（……お父さん……お母さん……）

　優愛が中学校に上がる頃に交通事故で亡くなった両親に代わって、ここまで彼女を育ててくれたのは和花だ。

　五つ違いで、当時まだ大学生だった和花は、社会のいろはもわからないまま、それでも必死に親戚の助けを借りて小難しい手続きをし、両親の思い出のあるこのマンションで暮らす手筈を整えてくれた。それもこれも、和花と離れたくないとわがままを言った優愛のためだ。

　遊ぶ暇もなく、家事をし、バイトをし、夜遅くまで勉強をして。時には、寂しくてこっそり泣いている優愛のベッドに潜り込んで、彼女をしっかりと抱きしめて。

（……それなのに私ったら、失業した上に、いつまでも次の就職先が見つからないままで心配かけちゃうし……）

　自身の置かれている状況を思い出し、ついついため息が出てしまう。

　家計の負担を考えて大学進学を断念し、高卒で働こうとしていた優愛に『本当にやりたいことはないの？』としつこく進学を勧めたのも和花だった。結局、それほど勉強が好きではなく学校の成績も中の中ほどだった優愛は、姉の勧めもあり調理の専門学校に進んだ。卒業後は無事に家の近所の惣菜専門店に就職し、しばらくは慎ましくも平和な生活を送っていたのだが──。

（まさか働いてたお店が潰れちゃうなんてね……）

　優愛が勤めていた惣菜屋はどちらかと言えばこじんまりとした、庶民的な雰囲気の店だった。一人暮らしの会社員が仕事帰りにお弁当を買ったり、子連れの主婦が夕ごはんのおかずに〝もう一品〟を求めて立ち寄ったり。

　けれど、数年前に駅前に全国チェーンの惣菜店がオープンしてからは事情が変わってしまった。

　リーズナブルなお袋の味から高級食材を使った自分へのご褒美的な一品まで、ライバル店の品揃えは多種多様で、常連客の足は少しずつ遠のいていった。

　無論、売り上げはガタ落ち。『村井さん、あのね、申し訳ないんだけど……』と店主から閉店の旨を伝えられた時は、あぁやっぱり、と苦笑するしかなかった。

　自分一人ならしばらくは貯金を切り崩せばなんとかなりそうだったが、タイミング悪く、和花が長年付き合っていた彼氏にプロポーズされた直後で。

　姉の幸せは優愛も嬉しいが、同時に、これを機に一人暮らしをしようとしていたはずが話は一気にふりだしに戻ってしまう。もとは和花が家を出るつもりだったらしいが、ファミリー向けのマンションは優愛が一人で住むには広すぎる。それならいっそ手放そう、ということになっていたのだ。

（でも、だからって……結婚？）

　考えたこともなかった選択肢に戸惑いを覚えるが、和花の言う通り、住み込みのハウスキーパーのようなバイトだと考えればかなり魅力的な条件だ。それだけでなく、予定していたのとは違うかたちとは言え、姉に恩返しをすることもできるだろう。

　結婚を考えるような相手がいるわけでもなく、そもそも結婚願望が強かったわけでもない。この一件が一段落した後でめでたく離婚という流れになっても、将来の自分が困る気もしない。

　もう一度、かたい表情を崩さない大河原蒼を盗み見る。

　整った顔立ちだ、と思う。芸能人なのだから当然だが、羽織ってる春物の薄手のジャケットも、カットソーも、シンプルで品が良さそうだ。優愛自身はとりたてて彼のファンというわけではないが、同年代の女の子たちだけでなく、同性からも人気があるのは頷ける。

（男の人だけど色気がある、っていうのかな……？）

　あと一押し、という優愛の迷いを察したのか、和花が両手を顔の前で合わせる。

「ね、お願い、優愛。困ってるお姉ちゃんと大河原蒼を助けると思って！」

　お願い、の一言に優愛が弱いことを知っている姉が、外ではなかなか見せない甘えた声を出す。翌日の晩ごはんに大好きな煮込みハンバーグを食べたい時や、ソファーに寝転がったままで冷蔵庫からビールを取ってきてほしい時に発せられる和花の一撃必殺に、今まで勝てた試しがない。

　──そして、それはもちろん、今回も例外ではなかった。

「……わかった」

「やった！　ありがとう！」

　満面の笑みを浮かべた和花は、また鳴り始めたスマホを見て、慌てて立ち上がる。

　今度は、どうやら優愛たちに聞かれたくない話らしい。浮足立ったその態度から、相手は婚約者だろうと推測できた。

　自室に駆け込むようにして通話を始めた姉のせいで、おのずと優愛は蒼とふたりきりになってしまう。

　相手もさぞかし困っているだろうと思いきや、予想に反して、蒼は恐る恐るといった様子ながらも優愛を見つめていた。目が合った瞬間に逸らされてしまったが、それでも何かを言いたそうな雰囲気は感じ取れる。

　案の定、覚悟を決めたように蒼が再び優愛の方を向き直り、口を開いた。

「あの、こんなことに巻き込んで、申し訳ない。でも、さっきの説明で省略されてた事情をちゃんと説明してから、もう一度結論を出してほしくて……」

「えっと……事情、と言いますと……？」

　事情も何も、仕事として蒼の〝妻〟役をやるという突拍子もない点の他、一切何もわかっていないというのが現状だ。

「……実は、自分は女性恐怖症で──」

　予想もしていなかったキーワードに戸惑うが、それでもなんとか蒼の言葉を咀嚼する。たどたどしい説明ながら、彼が必死で言いにくいことを伝えようとしているようで、自然と耳を傾ける気になったのだ。

　曰く、この契約結婚にメリットがあるのは優愛だけではない、とのこと。

　蒼の方は、優愛が作ってくれる料理やデートでの写真をＳＮＳに投稿したり、インタビューで話題にすることで愛妻家としてイメージアップを図ることができるのだと言う。

　ネットニュースを皮切りに取り沙汰されるようになった『暴力』や『色仕掛け』のイメージは真っ赤な嘘で、それどころか彼は、女性に触れることさえできないらしい。発端になった事件も、急に抱きつかれて逃げようとしたら相手に怪我をさせてしまった、と申し訳なさそうに付け加えられた。

「──こうして話すことくらいならできるんですけど、あの時はずっと僕のファンだったっていうスタッフが、過剰なファンサービスを要求してきて……」

　蒼の話だけを聞く限りでは、むしろ彼の方が被害者に思える。それでも怪我をさせてしまった相手を慮る様子に、優愛は自身の緊張が少しだけ緩むのを感じた。

（うちに来て落ち着かない素振りだったのも、もしかして女の人が苦手だから……？）

　女性が苦手だと言いながら、それでも優愛を騙すのは気が引ける、と必死で言葉を紡いでくれたことで、蒼への好感度は少し高まった。

「大河原さんの事情はわかりました。言いにくいこともあったのに、話してくださってありがとうございます」

　よろしくお願いします、と頭を下げた優愛に、蒼が戸惑った気配が伝わってきた。

「私の方も……あの、身内の贔屓目かもしれないんですけど、姉は仕事ができるのに、私は全然ダメで……」

　自嘲めいたトーンになってしまったことをすぐさま後悔し、優愛は、小さく笑って努めて明るい声を出す。

「さっき姉が話していたように、恥ずかしながら今は無職なので、ひとまずバイトが決まるのは有り難いです。姉にこれ以上の迷惑も心配もかけたくないので……」

「……ありがとう。こちらこそ、よろしくお願いします。自分も、精一杯の努力はします」

　言いたいことを呑み込んで口にしたであろう形式的な挨拶は、しかし、ほんの少しの蒼の笑顔も含んでいた。

　お互いに顔を上げ、不用意に目が合ってしまったが、恥ずかしそうに視線を逸らす蒼を見ても優愛は不思議と穏やかな気持ちでいられた。ふたり揃ってふふっと照れたように笑う。

　蒼の不意打ちの笑顔を、優愛は少しだけ「いいな」と思った。

　秘密を共有している者同士の親密さを打ち破ったのは、電話を終えたらしい和花の明るい声だった。

「ごめーん！　って、あれ？　もしかして私がいない間に話が前進した感じ？」

　キッチンテーブルに戻ってくるなり、優愛と蒼の雰囲気が変わっていたことを察したのか、和花の期待に満ちた顔をする。

　彼女の疑問に先に答えたのは、意外にも蒼の方だった。

「了承してもらったので、このまま話を進めたいと思います」

　優愛が同意を示すように頷けば、視界の隅でそれをとらえた姉が目尻を下げる。

「オッケー。じゃあ、細かい話はまた後日改めて、ってことで。今日はもう遅いから送っていくわ。──優愛、ごめん。私、今夜はあっちに泊まるね」

　広げた荷物をてきぱきと鞄に詰め込みながら、和花は、前半を蒼に、後半を優愛に向けて言う。

　〝あっち〟というのが婚約者のアパートであることを察し、結婚式の準備がどうのこうのとぶつぶつ呟く姉に苦笑がこぼれた。

　結婚が決まって以来、和花はこうして結婚相手のアパートに外泊することが増えた。一抹の寂しさもあるものの、今まで自分のために犠牲を払ってきた姉が幸せそうにしているのは嬉しくもある。

「お姉ちゃん、夕ごはんはまだでしょう？　筑前煮があるけど、持っていく？」

　勿論！　と力強く頷く姉のために、キッチンに立ち、夕ごはん用に作っておいた筑前煮をタッパーに詰める。鶏もも肉と蒟蒻、それにれんこん、人参、ごぼうを使った優愛の得意料理だ。仕上げに絹さやを飾ったところで、支度を終えた和花が優愛の背後に立った。

（お姉ちゃんのごはんを作ってあげられるのも、あとちょっとだもんね……）

　和花は、慣れた様子で優愛からタッパーを受け取り、赤いバンダナで包む。

「こんなこと頼んでごめんね」

　姉の小さな謝罪は、テーブルの隅でスマホをいじっている蒼には聞こえなかったようだ。同じように蒼の方に一瞥を投げた和花は、もう一度、優愛に視線を向けた。

「ついでにもう一つ、お願いがあるの。蒼のごはん、できれば普通の家庭料理を多めに出してあげてくれる？」

　ＳＮＳ映えするような華やかな料理じゃなくていいのか、と問おうとしたが、和花は優愛の返事も待たずに蒼に「行こう」と声をかけた。

「じゃあ優愛、戸締りはちゃんとしてね」

　そう言って、来た時と同じように慌ただしく去っていく和花と、その後に続く蒼を見送る。ドアの外に消えていく彼が、最後にちらりと優愛の方を振り返り、小さく会釈をくれたのがやけに印象的だった。

　がらんとした室内を見渡せば、テーブルの上には、蒼が飲み干したらしいアイスティーのグラスが残されていた。

（意外に良い人なのかも……？）

　和花に頼まれたありきたりな家庭料理の理由は蒼のイメージアップ戦略の一環だろう。そう結論づけた。
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　鯖と梅干しの炊き込みごはん。もやしの肉巻き。かぼちゃの煮物。いんげんの胡麻和え。お味噌汁の具は、定番のわかめとお豆腐。

　彩りにも気を遣い、品数とボリュームも多めにしたものの、姉とふたりで暮らしていた頃にもよく作ったメニューばかりで、芸能人である蒼に出すのはいかがなものか、という不安もある。

　けれど、帰宅してシャワーを浴びた蒼がキッチンに足を踏み入れた瞬間に嬉しそうに目元を緩ませたのを見て、杞憂だった、と胸を撫で下ろした。

　初めて顔を合わせたあの晩から話はとんとん拍子に進んだ。

　荷物はゆっくり運べばいい、と和花に押し切られ、翌日にはさっさと区役所に婚姻届を提出した。

　優愛が、蒼のひとり暮らしをしていたマンションに転がり込むかたちで始まった新婚生活。

　交際期間も婚約期間も一切なしの新生活は、優愛が予想していたよりずっと快適なものだ。

　その理由のひとつが、今、優愛の隣で手を洗っている蒼だろう。

　彼は、水で濡れた手をタオルで拭うと、「その料理は、もう運んでも大丈夫ですか？」と優愛の方に、──正確には、優愛が持ち上げたばかりの大皿の方に手を伸ばす。

「あ、あの、私がやるので座っててもらえれば──」

「いや、これくらいは」

　お互い様だが、敬語の上に挙動不審。

　けれど、まだよそよそしさは残るものの、蒼が優愛との共同生活をうまくやろうとしていることは、見ればわかる。

　最初に会った時に約束してくれた通りだ。

　現に、今も蒼は、言葉足らずながらも優愛を助けようとしてくれている。

　理想的な夫の役を演じている、と言えばいいのだろうか。

　優愛が作った料理は残さず食べてくれるし、あまつさえ「美味しい」と微笑んでくれることも増えた。この数日で、蒼が洋食よりも和食を好むこともわかったし、箸使いがきれいであることも知った。

　食事に関することだけではない。人に見られる仕事だから当然なのかもしれないが、蒼は体型維持のための朝晩の筋トレも欠かさない。それだけでなく、食後にドラマや映画を見ながら演技の勉強をしているストイックさは尊敬に値する。

（要するに、完璧なんだよね）

　押し切られるようにしてお皿を渡し、蒼に「お願いします」と頷いてから、優愛は小さく息を吐いた。うっかり触れ合ってしまった指先に、思春期の女子でもないのに、キュンと胸が鳴る。

　契約結婚は、あくまでもビジネス。わかっているけれど、夫である蒼のことを知れば知るほど、彼に好意を寄せてしまいそうになる自分がいる。

（恋をしたって絶対に叶わない相手なのに……）

　キッチンから遠ざかる後ろ姿を見ながら、心の中で自分を戒める。

　対面は蒼の負担になるだろうと配慮し、四人がけのダイニングテーブルに隣り合って座ることにしたのは優愛だ。

　黄色と緑。色違いのランチョンマットの上に、彩りよく並べた夕ごはん。

　光の加減を調節しながら、蒼がスマホでその写真を撮る。

「すごい。ぜんぶ美味しそう」

　いただきます、と律儀にも両手を合わせる蒼に、優愛は思わず微笑んでしまう。

　これも仕事なのだから食べるよりも先にＳＮＳに写真を投稿しても構わないのに、蒼は決してそうしない。それどころか、昨晩は写真を撮ることさえ忘れて食事をしようとしていたほどだ。彼曰く、優愛のお手製の豚肉の生姜焼きがあまりにも美味しそうだったせい、らしい。

　自分の作った料理をそれほどまでに褒めてもらえれば、誰だって悪い気はしないだろう。

（誰かと一緒に食べるごはんって、こんなに美味しかったんだ）

　豚肉が安かった、とか、事務所で和花がＳＮＳの写真を褒めていた、とか。

　その日にあったことをぽつりぽつりと話しながらの夕食。和花と一緒に暮らしていた頃はなかなかそんな機会もなく、優愛はひとりで食事をすることに慣れていた。だからこそ、今のささやかな幸せが有難いと思える。

　食事の後片付けくらいはさせてほしい、と当たり前のように言われ、蒼が食器を洗っているあいだに優愛がシャワーを浴びるのがこの一週間でルーティンになった。セットアップになっている黒の部屋着でリビングに戻れば、蒼がドラマか映画を観ているのもいつものことだ。

　好みの問題なのか、それとも今後の仕事のことを考えた結果なのか定かではないが、たいていは医療ものやサスペンス。

　けれど、今夜の彼は、珍しく去年放送されていた恋愛ドラマを観ていた。優愛もリアルタイムで視聴していた話題作で、主役二人のすれ違いと切ない恋心が涙を誘うストーリーだったように記憶している。

　食い入るように画面を見つめる横顔は、真剣そのものだ。

（邪魔しちゃ悪いから、私は部屋に戻ろうかな……）

　ドラマは佳境に入ったところで、病室のベッドで眠っている女性に、主役の演技派俳優がプロポーズをするシーンだった。

　考えごとをしているのか、拳を顎につけて食い入るように画面に見入る蒼は、それだけで目の保養になるほど色っぽい。

　なるべく音を立てないようにして割り当てられた自室に戻ろうとした優愛だったが、それより早く、蒼が彼女を呼んだ。

　申し訳なさそうに、けれど意を決した様子で「お願いが……」と言われてしまえば、自他共に認める人の良い優愛は、無論、即座に足を止める。

「演技の練習をしたいから、少し付き合ってほしくて……」

「演技？」

　優愛の鸚鵡返しに、蒼がテレビを消して頷く。

「あと……それだけじゃなくて。女の人は苦手だけど、このままじゃいけないと思ってて……」

　泳ぐ視線とたどたどしい説明。その様子だけで、なるほど、と納得できた。

　軽い気持ちで「いいですよ」と了承すれば、蒼は、あからさまにほっとした顔を見せる。まるで優愛に受け入れられることが彼にとってとても重要なことなのだ、と言われているようだ。

「じゃあ、えっと……ここに座ってもらっても？」

「……はい」

　促されるままにソファーの隅に腰掛ける。

「さっき観てたドラマのワンシーンを再現したくて。あ、えっと……主人公の男の人が恋人にプロポーズをするシーンで──」

「あのドラマ、私も観てたんで知ってます。病室でのシーンですよね？　私、あのセリフで感動して泣いちゃって……」

　確認するように付け加えると、蒼は嬉しそうに笑顔を浮かべた。そうそう、と自分よりも年若い俳優の演技力を絶賛する様子から、彼の実直さと仕事への熱意が伝わってくる。

「セリフを完璧に覚えてるわけじゃないから、その辺はアドリブで。ベッドで眠っている恋人役を演じてほしいだけだから、横になって目を閉じててくれれば充分です」

　それくらいなら自分にもできそうだ、と優愛も安心した。

　早速ソファーに横たわり、言われた通りに目を閉じれば、視覚情報がなくなった分だけ蒼の気配が色濃く感じられる。

　気持ちを落ち着けるかのような、ゆったりとした深い呼吸が数回。恐る恐るソファーのそばにかがみ込む気配がして、それに続いて、「よし」と意気込む一言が思ったよりも近くから聞こえた。

　蒼とこんなに近づいたのは、これが初めてのことだ。──そう気づいてドキッと跳ねた心音が、自分の耳にさえもうるさく聞こえる。

「嘘だろ……」

　おなかの上で組んでいた両手のうち、左側の指先に、自分のものではない熱が感じられる。

　優愛の記憶が正しければ、これは主演俳優が、意識不明になってしまった最愛の女性を迎えにきたシーンだ。数年ぶりの再会は、視聴者の方が苦しくなるほどの悔恨と、離れていた期間に募った思いをぶつける激しい愛の告白がメインだった。リアルタイムで視聴していた優愛も涙を堪えきれなかった、印象的な場面。

「ごめん。俺がもっと早く、迎えに来られれば良かったんだ。あなたより大事なものなんて、この世界にあるはずがないのに」

　感極まった様子は、見ていなくてもひしひしと伝わってくる。鳥肌が立つほどに感情をぶつけられ、優愛の方がまるで本当に愛されているかのような錯覚に陥ってしまう。

「もっと早く勇気が出せれば、もっと早くすべてを捨てる覚悟を決めれば……そうすれば、俺は──」

　指先に感じていた熱が徐々に高まり、気づけば左手は蒼の大きな手のひらに包まれていた。

「こんなに小さい手のあなたを、ひとりぼっちになんてしなかったのに……」

　ふわっと左手が持ち上げられ、指に乾いた感触が伝わった。ドラマの中で、俳優が恋人の手を自身の額に押し当て、涙と嗚咽を押し殺していた記憶が蘇る。

　まぶたを開いて確認したい気持ちが生まれるものの、蒼から伝わる気配があまりにも真剣で、邪魔をしてしまうことに申し訳なさを覚えた。

（駄目、我慢しなきゃ。せっかく頑張ってるんだし……）

　女性が苦手な蒼がここまでできるとは思っていなかったが、役になりきっているからこそ世界に没頭しているのかもしれない。

　ちゅっ、と濡れた音が部屋中に響き、爪のあたりにあたたかくやわらかな何かを押しつけられた。

　驚きのあまり優愛が思わず両目を開くのと同時に、蒼の形の良い唇が動いた。

「愛してる」

　重なった視線はいつものように逸らされることもなく、むしろ熱情を孕んでいる気さえする。

（そんなわけないじゃない……）

　優愛は、慌てて自分に都合のいい勘違いを振り払う。

　思考が停止した頭で必死にドラマのあらすじを思い出そうとするが、鼓膜の奥で繰り返される蒼の『愛してる』の言葉のせいでうまくいかない。

　けれど、動揺しているのは優愛だけのようで、蒼は、初めて見せる悪戯っぽい目で微笑んだ。

「今日は、ここまで。協力してくれて、ありがとうございます」

「えっと……どういたしまして？」

　こくりと頷くことしかできない優愛に、蒼が寛いだ表情で微笑みを返してくれる。本当に、演技中とそうでない時とのオン・オフの切り替えがはっきりした人だ、と思う。

「助かりました。おかげで、なんとなくイメージが掴めたので」

　けれど、おしまい、と言ったわりに、蒼の手は優愛の指を離さない。

「女の人は苦手なのに優愛なら大丈夫そう」

　それどころか、不思議で仕方ないと言わんばかりに、彼女の手の甲を指で数回撫で、ひとりごとを呟く。瞬き数回分の時間が過ぎ、蒼が再び優愛と視線を絡ませた時、そこには確かな決意が垣間見えた。

「──もう少し、触っても？」

　口調は軽いのに、いつもより近くで聞こえる声は、熱に浮かされたように熱い。追い打ちをかけるかのように、たった今言われたばかりの自分なら大丈夫という特別感に、優愛は魅せられたようにまた一つ頷いた。

　初めて名前を呼ばれた衝撃も、ぐわりと抱き起こされたことによる驚きでまたたく間に吹き飛ぶ。危うくバランスを崩しそうになれば、蒼がしっかりと優愛を抱きとめてくれた。けれど、こんなに蒼と接近したことは今までになく、自分のことより彼のことが心配になる。

　横座りのまま、床に膝立ちになっている蒼に抱きしめられている状況で、思わず逃げるように身じろぎをすれば、彼女を支えようとした彼にかえって胸を押しつける格好になってしまう。

「あの、ごめんなさい。……大丈夫ですか？」

「大丈夫。むしろ、なんか安心する、かも……」

　蒼自身にも説明のつかない状況なのかもしれない。ゆっくりと考えながら発せられる言葉は、熱い吐息と共に優愛の首筋をくすぐる。

「優愛って呼ばれるの、嫌？」

　無言で首を横に振れば、蒼が嬉しそうに笑った気配がした。

　いつの間にか敬語がタメ口に変わっている。その上「優愛」と囁くようにもう一度名前を呼ばれて、腰のあたりに甘い震えが走る。

（顔、熱い……）

　心臓が早鐘を打ち、呼吸が乱れるのがわかった。同じことを察知したのか、蒼が腕の拘束を解き、けれど肩に手を置いたままで優愛の顔色を窺う。

「優愛、赤くなってる……」

　名を呼ばれるたびに震える体に、蒼が気づかないはずがない。

「俺のことも名前で呼んで？」

　ん、と頷くと、左肩に置かれていた手が離れた。重みが消えた、と思った瞬間、今度は左頬に彼の手のひらの温度を感じる。何が面白いのか、もどかしいほどの丁寧さで幾度か頬が撫でられる。

（なんか、嬉しそう……？）

　目の前の蒼は、あえて言うなら、幸せそうな表情をしている。

「蒼、くん……？」

　さすがに呼び捨てにするのはハードルが高く、思いつくままにそう口にすれば、呼ばれた本人は満更でもなさそうに瞳を輝かせた。

　頬を撫でていた大きな手が、首筋を滑る。まるで血管をなぞるような手つきに、びくびくと打ち震える拍動も知られてしまいそうで、気恥ずかしくなる。そうしている間にも、蒼の右手は少しずつ下がり、鎖骨をくすぐった。

「……あ、っ……」

　優愛の口から吐息にも喘ぎ声にも聞こえる、湿った声がこぼれ、羞恥で顔を背ければ、なぜか切なそうな蒼の眼差しが向けられた。

「抱きしめて、いい……？」

　見捨てないで、とでも言いたげな口調。そう思ってしまったのは、蒼の瞳が不安げに揺れたせいか。

（そういえば、女性恐怖症であることが苦しいって言ってたっけ）

　優愛には想像もつかないような苦労があるのだろう。実際、彼女と蒼がこうして奇妙な共同生活を始めた発端も、元を辿れば蒼が女の人に触れなかったことが原因だ。その彼が、今こうして優愛と至近距離で話をし、あまつさえ、自ら進んで苦手なはずの女性と触れ合おうとしている。

（──この人の役に立てるなら、助けてあげたい）

　優愛は、蒼に少しでも安心してもらおうと肩の力を抜いた。さらに、過去に無理やり抱きつこうとしてきた女性とトラブルを起こしている、と聞いていたので、なるべくリラックスしやすいようにそっと両目を閉じる。

「……いいですよ。私はこのまま動かないって約束しますから、大丈夫です」

　蒼が小さく息を呑む音が聞こえた。

　掠れた声で「ありがとう……」と言われたような気もしたが、確認するひまもなく、薄いＴシャツの素材を通して背中に自分以外の手のひらの熱を感じる。

　ふわりと香る、かぎ慣れないメンズシャンプーの匂いに、またドキッと心臓が跳ねる。それがメンソールの匂いだとわかる頃には、優愛は蒼にかたく抱きしめられていた。

　一秒。二秒。三秒──。

　どれほどの時間が経ったのか、見当もつかない。ただ、蒼の事情を知りながらも、この時間がもっと続けばいい、とわがままなことを願ってしまったのもまた事実で。

「嘘みたいだ……」

　そう言われた時にも、気の利いた返事さえ思いつかなかった。

　けれど、蒼の方もまた、優愛からの返事は期待していなかったらしい。

　慈しむように優愛の髪を梳る、蒼の指。

　耳元で規則正しく繰り返される、浅い呼吸。

　優愛の胸とぴったりと触れ合った、かたい胸板。

　もし一ミリでも動いたらその瞬間にこの完璧な時間が壊れてしまいそうで、息をするのさえ憚られた。だから今度こそはっきりと「ありがとう」と耳に直接注ぎ込まれた感謝の言葉に、優愛は小さく首を縦に振るだけで返事をした。
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　初めて演技の練習をした晩から、食後にふたりでドラマや映画を見たり、実際に演技をしてみたりするようになった。

　蒼が〝大河原夫妻の夜の儀式〟と戯れに呼ぶその時間を過ごし、日付が変わるより前におやすみを言い合う。

　もちろん、寝室は別だ。もともと主寝室を利用していた蒼は、自分が客室に移動して、優愛に主寝室を使うように提案したが、どうにか説得して断った。優愛は、今、客室とはいえ充分に広い洋室を、自分の部屋として使わせてもらっている。

　惣菜店での仕事は朝が早かったせいか、優愛は基本的に朝型生活を好む人間だけれど、たまの夜更かしの特別感が楽しいのもまた事実で。

　今夜もまた、蒼の演技の練習に少しだけ付き合い、それぞれ自室に引き上げた。ひとりになり、続きが気になっていた小説を最後まで読み終えたのが、ちょうど日付が変わる頃。優愛にしては遅い時間だ。

　喉が渇いたのでキッチンでお水を一杯飲み、さすがにそろそろ眠ろう、と、ベッドに戻る途中の廊下で苦笑する。

（ミステリー小説って読み始めると止まらないんだよね……）

　ふわっと小さくあくびをして、優愛は静かな廊下をなるべく音を立てずに歩く。

　ひたひたと響く自分の足音に混ざって低い声が聞こえたのは、だから、偶然と言えば偶然だった。

「このまま女嫌いも治るかな……」

　漏れ聞こえてしまった蒼の声に隠された深い苦悩を感じ取り、優愛は咄嗟に廊下で足を止めた。

　立ち止まったのは、ちょうどこのマンションの主寝室の前だ。ドアはきちんと閉まっておらず、蒼の声がクリアに聞こえたのもそのせいらしい。

　聞かなかったふりをするべきか、それとも、仮初とは言え夫婦なのだから声をかけるべきか。

　優愛の脳裏に蘇るのは、昔懐かしい和花との思い出。

（──ほういえば、私が落ち込んだり、悩んだりした時は、いつもお姉ちゃんが夜中にココアを作ってくれたっけ……）

　あいにく、キッチンにココアの用意はないが、もしも蒼が落ち込んでいるのなら、自分でも同じように彼を慰めることができるだろうか。そんな終わりのない逡巡の末、優愛が思い切ってそのドアをノックしたのは、ひとえに彼が心配だったからで。

　だから、数秒遅れて蒼がドアから顔を覗かせた時は、少なくともぞんざいに拒まれることはなかった、と安堵した。

「優愛……？」

　怪訝そうな蒼は、片手にスマホを持ったまま、ドアの縁に寄りかかるようにして優愛を見下ろす。自宅で時折見せる仕草で、空いている方の手で前髪をくしゃりとかきあげる。

「あ、……あの、邪魔してごめんなさい。喉が乾いて……お水を飲んで部屋に戻ろうと思ったら、ここで声が聞こえて、それで──」

　優愛の説明に、蒼は得心がいったとばかりに「ああ」と呟く。その様子はどこか気まずげで、優愛は久しぶりに初めて彼に会った晩のことを思い出した。

「入る……？」

　そう言って一歩分後ろに下がった蒼に、優愛の方が戸惑ってしまう。

　こんな深夜に優愛が蒼の部屋に立ち入ったことなど、一度もない。

「おじゃま、します……」

　自室の掃除は自分でするから、と言われていたので、優愛がここに来たのは、引っ越してきた日に家の中を案内された時以来だ。その時は意識していなかったが、窓際に置かれたベッドはセミダブルらしく、優愛のものより大きめだった。身長百八十センチの蒼にとっては、それでも窮屈なのかもしれない、と妙に冷静な感想を抱く。

　つかつかと薄いブルーのカバーがかけられたベッドに歩み寄った蒼は、無言のままその縁に腰掛けた。

　部屋に招き入れたけれど、歓迎する素振りはない。けれど、拒絶されているわけでもないらしい。そう思ったのは、蒼が落ち込んでいる様子を隠そうともしなかったせいだ。

　案の定、しばらく待てば蒼が口を開く。

「エゴサしてた」

「エゴサ……？」

　聞き慣れない単語を鸚鵡返しに呟けば、蒼が「そ、エゴサ」とつまらなそうに復唱する。

「エゴサーチ。自分の名前をネットで検索すること」

「あぁ」

　一般人の優愛にはあまり関係ないが、確かに、芸能人の蒼が自分の名前を検索すれば夥しい量の情報がヒットするだろう、と予想できる。

「いい話もあるけど、悪い話もあるから、ほんとはあんまりしない方がいいんだろうけどね」

　スマホをベッドの上に置いた蒼は、苦笑していた。

「優愛以外の女の人が苦手なのは変わらないし、これから、俺、どうなるのかなぁ、って思ってさ……」

　寂しそうな彼の横顔に、優愛の心が萎んでいくのがわかる。

「なんて、こればっかりは、考えても仕方ないんだけど……」

　自嘲の混じった声に、優愛の心が痛む。

「……このまま一緒にがんばろう──？」

　なんとか助けになりたくて発した言葉は、真夜中の静寂の中でやけに大きく響いた。

　当然それは蒼にも聞こえたはずで、その証拠に彼が驚いたような顔を向ける。

　以前なら、優愛と視線を合わせることさえ嫌がっているようだったのに、この一週間ほどで見違えるほどの変化を遂げた、と感心してしまう。ただ、何事においてもストイックな彼にとって、一見亀の歩みにも思えるその前進は、決して満足できるものではないのかもしれない。

（苦しそう……）

　そういえば、帰宅した時も夕食の時も元気がなかったような気がする。今更ながらそんなことを思い、自身の至らなさが歯がゆく思えた。

「優愛……？」

「あの……私、協力するから、──だから、一緒にがんばろう？」

　迷惑だったかもしれない、とも思ったが、止められなかった。

（だって、嫌なの。この人がこんなに苦しそうな顔をするのも、ひとりで落ち込んでるのも、私が嫌なの……）

　自分でも、ひどく身勝手な言い分だと思うのに、どうしようもない。

　誰よりも生真面目で、誰よりも情熱を持っていて。そんな蒼が、こうして悩んでいる。そのことに、優愛も自分の身を切られるような痛みを覚える。

「だってほら、いくら契約結婚とは言え、夫婦だし……家族だし……」

　蒼の重荷にならないように取ってつけたような言い訳を口にするが、それも後半になるにつれ声が小さくなり、半端なところで途切れた。蒼は蒼で、今は、先ほどまでとは違い、憑き物が落ちたかのようにおだやかな微笑みを浮かべている。

「家族、か……」

　大事な宝物を愛でるみたいな声は、なぜか優愛の名前を呼ぶ時のそれとひどく似ていた。

「ねえ、優愛。抱きしめてもいい……？」

「え、──う、うん。どうぞ……？」

　予想もしていなかったことを頼まれ、半疑問ながらも条件反射のように彼を受け入れれば、蒼の笑みがいっそう深まる。

（ペットとかぬいぐるみとかを可愛がるのと同じ心境なのかな……？）

　初めて優愛を抱きしめて以来、蒼はこうして不意に甘えるようにハグを要求する。

　手招きされるままにおずおずとベッドに近寄ると、待ちきれないとばかりに蒼の両腕が優愛の腰をつかんだ。流れるように強靭な肉体に引き寄せられ、気づけば、胸のあたりに蒼の頭部を抱きしめている状態だった。

　もう寝るだけだから、と油断して、三点セットのルームウェアのうちキャミソールとハーフパンツしか身につけていなかったことを思い出しても、今更どうしようもない。手触りの良いシルク素材で、優愛のお気に入りだが、この状況では蒼の吐息のひとつひとつが手に取るように伝わって来てしまう。

　優愛が無意識に身をくねらせたのが気に入らない、とばかりに、蒼の腕の拘束が強くなった。同時にくぐもった声でまた名前を呼ばれ、おなかの奥に熱がこもる。

「嫌だったら言って──？」

　何を、と問う前に、遠慮がちに蒼の右手が優愛の胸のふくらみに添えられた。ちょうど心臓の上のあたりを彷徨った後、すでに立ち上がり始めている乳嘴のあたりをそっとこする。繊細すぎるその刺激に、優愛の口からたまらず声が漏れた。

「……っ、ぁ……」

「すごい。優愛の胸、ドキドキしてる。ここが気持ちいいの……？」

「あ、そこは……っ、あぁん！」

　膨らみのちょうど真ん中。布地を押し上げるかたい部分に気づいたのか、蒼がおずおずとキャミソールを捲り上げた。上目遣いに優愛を見つめる彼は、今までに見たことがないような熱を帯びた目をしている。

　縋るような、何かを乞うような視線に焼かれ、優愛はたまらず息を呑んだ。

　拒絶がなかったことを確認したのか、蒼は不器用な手つきでブラの布地をずらし、隙間から顔を出した蕾を指先でくにくにと転がし始める。当然、優愛の視界にもその淫靡な愛撫が映り込み、あまりに煽情的な光景にくらくらする。

「んッ……ぁ！」

「ここ、かたく尖ってきた……」

　蒼の声に微かな、でも間違いようのない欲情の色を聞いた瞬間、優愛の脚のつけ根からとろりと蜜が溶け出す。

　女の人が苦手なはずの蒼が、自分を相手に雄の顔をしている。その事実が嬉しくて、ただ泣きたくなった。

「っ……ァあっ、……！」

　下から胸のふくらみをなぞりあげるようにゆっくりと指を這わせた蒼は、かたく尖った左の果実を人差し指と中指で挟む。そのままこりこりと、まるで実をつぶすように捏ねられれば、そのたびに言いようのない悦が胸の先から全身へ波紋する。

「優愛、こうされるのが好き？」

「……ん、んっ……ぁ、あぁッ！」

　蒼の問いかけは、意地の悪い質問と言うより、単純な疑問のように聞こえた。優愛の一挙手一投足をつぶさに観察している彼は、返答がなくとも優愛の気持ちを察したのだろう。

「本当に、優愛は演技が下手だね……」

　慈しむようにそう言われ、羞恥で頬が熱くなる。

　そうしている間にも、ゆで卵の殻を剥くような慎重な手つきでキャミソールとブラを脱がされた。平均より大きなバストが恥ずかしく、腕で隠そうとするのに、あっさりと蒼に阻まれる。

「イヤ……？」

　蒼のかたちの良い眉が、不安げに下がる。たった二文字の言葉でこんなにも切実さや哀愁を訴えられる彼は、大した役者だと言えるだろう。

　嫌ではないが、女性に触れることができない蒼がこんなに積極的になっていることが逆に心配になる。

（あ、そうか……）

　女性恐怖症を克服するという目的があるから優愛に触れているだけ──。

　忘れていた現実を目の当たりにしながらも、優愛は同時に、それでも構わない、と思ってしまっている自分を持て余していた。仕方なく、隠す必要のない本音だけを選んで口にする。

「……明るくて、恥ずかしい、から──」

　瞬き二回分の時間だけきょとんとした顔を見せた蒼は、直後、優愛が初めて見る色気のある微笑を浮かべた。少し遅れて、ククッと喉奥を震わせるような笑い声が部屋に響く。

　それから蒼は、ベッドサイドに無造作に置かれていたリモコンを手に取ると、長い指でボタンを操作した。薄暗くなった部屋で、ヘッドボードに取りつけられたクリップライトだけがオレンジ色の明かりを放つ。

「全然見えないのは難しいから、今日はこれでいい……？」

　まるで『次』があるかのような物言いだ、と嬉しいような切ないような複雑な気持ちになる。

　それでもこくりと頷いた瞬間、優愛は蒼に引き寄せられ、ほとんど崩れ落ちるようにして彼のベッドに転がった。痛みがなかったのは、下敷きになった蒼がしっかりと抱きしめてくれたおかげだとわかる。

　触れてみるまで知らなかったが、筋トレを欠かさない彼の鍛え上げられた肉体は、肉食獣を思わせるほどしなやかで強靭だ。

　蒼は優愛の首筋に顔を埋めるようにして彼女を抱きしめた。心なしか呼吸が荒い気がして、優愛の方が心配になる。

「……あの……気持ち悪く、ない……？」

「全然。──あの、さ。優愛なら大丈夫な気がするから、抱きしめて、もらえないかな？」

　覚悟と不安の入り混じった、少しだけ震える蒼の声。

　女性恐怖症の彼を慮り、ずっと優愛から蒼に手を伸ばすことは避けていた。

　傷つけてしまうのではないか、とか。やっぱり無理だと拒まれるのではないか、とか。いろいろな躊躇はあるが、そんな優愛を後押ししたのもまた蒼の方で。

「お願い」

　そう小さく懇願されてしまえば、もとより彼を抱きしめたかった優愛に断る理由はない。

　恐る恐る背中に両手を回すと、いっそう密着した肌から、自分よりも高い蒼の体温が伝わってくる。

「やっぱり、優愛なら大丈夫だった……」

　安心したように頭上でそう呟いた蒼に、優愛は「ん」と小さく返事をした。

　どれくらいそうして抱き合っていただろう。

　不意にぺろりと首を舐められ、優愛の口から思わず声が漏れた。

「んっ、……ぁ」

「優愛ってくすぐったがり？」

　すっかりリラックスした様子でくすくす笑う蒼は、自分のせいで優愛が悶えていることが嬉しいらしく、繰り返し同じ箇所を舌先でなぞる。熱い息とざらりとした舌の感触に、ぞくぞくとした甘い疼きが優愛の腰を走る。

「……ん、ゃあ……そこ、くすぐったいからぁ……！」

「んー？　じゃあこっちは？」

「っ、ァあ！」

　蒼の熱い舌に鎖骨の窪みをぺろりと舐められ、甘美な刺激に身をよじる。はしたなく漏れた自分のものとは思えないような声に恥ずかしくなるが、蒼の方はますます嬉しそうに微笑んでいる気配がする。

「くすぐったいだけじゃなくて、気持ち良さそうだね」

　少しずつ下がっていく蒼の唇は、あっさりと優愛の胸に辿り着いた。

「こっちも可愛い……」

　何の話だろう。ぼんやりした頭でそう思った瞬間、右胸のかたい乳嘴が蒼の唇に挟まれた。

「ぁ、ああんっ！」

　敏感になった蕾は、蒼の上下の唇にやわやわと扱かれ、そのたびに苦しいほどの愉悦が体内で湧き起こる。

「──ぁ、両方は、……だめぇ……っ！」

　一方の乳頭が蒼の口内に招き入れられ、それと同時に、もう一方は彼の手に包み込まれた。ぢゅっ、と音を立てて吸われることに気を取られても、次の瞬間にはもう片方が親指の先による摩擦を受ける。左右のふくらみに与えられる異なる刺激に翻弄され、息が上がる。休む間もなく続く快楽で跳ねる体が、蒼の皮膚と触れ合って歓喜する。

　体に籠った熱が行き場を求める。自然と太ももを擦り合わせれば、蒼は当然それに気づいて動きを止めた。

「優愛……？」

　そう問いかける不安げな声と共に、蒼の右手がそろそろと優愛の脚に添えられた。

「どこか痛いの？」

　この場面で見当違いな痛みの心配をする彼は、容姿に反して、本当に色恋ごとに無縁なまま生きてきたのだろう。

　深刻な顔で眉根を寄せる蒼の様子からは、本気で優愛のことを案じてくれているのが伝わってくる。

　なぜか宥めるように太ももの外側部分を数回さすられて、意図したわけでもないのに声が上擦ってしまう。

「……ちが、──気持ち、よくて……それで……」

　勇気を出して告げたのに、それでもやっぱり恥ずかしい。

　けれど、優愛以上に顔を赤くしたのは、蒼の方で。

「──っ！」

　視線を逸らし、手の甲で口元を押さえた彼を見上げて、あぁ、恥ずかしがる顔は初めて見たな、と場違いなことを考える。一拍おいて優愛の顔を向き直った蒼は、不満そうに唇を尖らせた。

「……優愛のせいで、もっとしたくなった」

　言うが早いか、蒼は、壊れものを扱うかのごとき手つきで、どこまでも丁寧に優愛のハーフパンツとショーツを引き下げた。

　自分だけ生まれたままの姿にされているのにぼんやりとしか羞恥心を感じないのは、目の前の彼が、まるで西洋絵画の裸婦でも見るかのようにうっとりとしているせいだろう。

「女の人をきれいだと思ったの、初めてだ──」

　ぽつりとこぼれた言葉に身に余る称賛を聞き取り、優愛の方が歓喜に溺れてしまいそうになる。蒼の視線が、大きな胸やグラマーな体つきではなく、きちんと彼女の瞳に向けられていることも、今の優愛の自信につながった。

（私も、もっとしてほしくなったよ……）

　それを言えば蒼の負担になるだろう、と思うだけの自制心はかろうじて残っていた。

　それでも、黙っていたはずなのに蒼に気持ちが通じたかのようにまたくすぐるように首筋から鎖骨、鎖骨から胸の谷間、と指を這わされ、その微かな刺激が嬉しくてぴくんと体が震えた。爪が短く整えられた、蒼の少し骨ばった指先は、優愛の鳩尾を通って臍の窪みさえも愛でる。必死で息も声も押し殺していた優愛も、彼の手が太ももに添えられた瞬間、たまらず声を上げた。

「っ、ぁ！　そこ、は……」

「……濡れてる」

　隙間から蜜口に辿り着いた蒼の指が、こぷこぷと溢れ出る淫蜜を絡め取る。

「──痛かったら、言って？」

　優愛を案ずるような真剣な眼差しは、まるで本当に大事にされているかのような錯覚に陥る。

　彼女の同意がなければその先には進まない。──言葉もなくそう告げる蒼の中指は、静かに亀裂を上下するばかりで、決して優愛のナカを満たしてくれることはない。焦ったいほどのむずがゆさに泣きそうになり、必死でこくこくと頷いた。

「……言う、言うからぁ……！」

　器用に上体を倒し、左腕だけで自身の体を支えた蒼は、優愛の耳元で「ここ、とろとろ」と囁いた。それと同時に、彼の中指がぬめりを帯びた隘路に少しずつ挿入され、優愛は我慢できずに声をあげる。

「ァあ、ッ──！」

　音もなく、ゆっくりすぎるほどのスピードで優愛のナカに沈んでいく指は、きつく閉ざされた内壁をこする。そのたびに湧き上がる悦楽が波紋のように全身に広がっていくのを感じた。

（何、これ。気持ちいい──）

　性体験がない、というわけでない。ただ、それはあくまで専門学校時代になんとなく付き合っていた彼氏との片手で足りるほどしかない乏しい経験値で。世間一般では自分なんてほとんど未経験に近い部類だろう、という自覚はある。当然、悶えるほどの快楽の記憶もなく、相手が気持ちよくなるだけの行為なのだと思っていた。

「優愛……？」

　痛い？　と問う声は不安そうで、どこまでも彼女を案じてくれる彼を安心させたくて、そっと抱きつく。抱擁が拒まれることはなく、優愛の方が安堵してしまう。

「大丈夫。痛く、ない……」

「──良かった」

　嬉しいよ、という呟きに、優愛の体からくたりと力が抜けた。

　それがわかったのか、彼女のナカにある蒼の指は、またそっと探るように内壁を引っ掻き始めた。

「どこが気持ちいい？　教えて……？」

「そんな、……ゃ、わかんな──」

　答えられるはずもない質問から逃げたはずが、きゅうきゅうと指を締めつけて離さないことに気づかれないはずもなく。

「じゃあ優愛の体に聞いてみる。演技が下手だからすぐにわかるよ」

　からかうようにくすくすと笑う蒼が、あまりにも嬉しそうで、幸せそうで。

　恥ずかしくてまたぎゅっとしがみつけば、同意と捉えた蒼はまた指を動かし始めた。

　蜜口付近の浅瀬を擦り、淫窟の右も左も丁寧にこそいで蜜を掻き出し、奥深くの凹凸も余すことなく愛でる。びくびくと震える媚肉のある一点を擦られた瞬間、優愛はたまらず嬌声を上げた。

「ッ、……ん、あぁっ！　そこ、だめぇ……！」

「ここ？　ここがいいの？」

　同じ場所を何度か指の腹でとんとんと叩く仕草をされれば、あまりの気持ちよさに優愛は頷くことしかできなくなる。

「可愛い……」

　朦朧とする意識の向こうで、蒼にそう囁かれたのは気のせいか。

　聞き返す余裕もないまま、彼の手はずるりと引き抜かれた。

「ん、ヤぁ……！」

　切なくて、寂しくて、苦しい。

　自分が空っぽになってしまったかのような焦燥感に、ひくひくと隘路がわななく。

　蒼を求めてねだる自身の浅ましさが恥ずかしいのに、なぜか彼はそんな優愛を見て目尻を下げると、彼女が何も言う前に「あげる」と囁いた。甘い声と共に、今度は二本の指が一気に奥まで押し込まれ、摩擦で電流のような愉悦が沸き起こる。

　直後、ぬちゅ、っと卑猥な水音が聞こえた。

「あ、ぁぁあっ！　ん、ゃ……それ、気持ち、良すぎるから、ァ……っ！」

　先ほど見つけたばかりの優愛の弱点を、二本の長い指が遠慮なく愛撫する。

　演技の基本は観察力、と常日頃から周囲の人間を注視しているらしい彼は、今もその才能を遺憾無く発揮して、優愛の微かなリアクションから絶妙な角度と力加減を見つけたらしい。

　緩急をつけた抽挿は、すぐに優愛の弱いところばかりを攻め立てる激しいものへと変わった。

「──ゃ……っ、もう、無理……！」

　とめどなく溢れ出る淫蜜は、優愛のおしりの方まで濡らしている。蒼もそれに気づいているのか、くちゅくちゅ、と、わざと音を立てているのではないかと思うほど、淫らな水音を奏でた。

　それどころかおもむろに優愛の左胸に顔を寄せ、張り詰めた先端を口に含む。

　舌のやわらかさと熱を感じた瞬間、今度はぢゅっ、と強く吸われ、優愛の口から悲鳴が漏れた。

「んんッ、……ぁぁあっ！」

　仰け反るようにして快楽を逃そうとすれば、どうしてか、蒼に抱きしめられてしまう。もともと経験値が低い優愛が、やり場のない悦楽にそれほど耐えられるはずもない。

　蒼の指は、突然、規則的な抽送をやめ、今度は弦楽器でも演奏するかのような繊細な動きに変わった。

「っ、んぁ……ぁ、っ……あああァ！」

　もう無理──。そう言いたかったはずなのに、意味をなさない声をあげるので精一杯だ。

　一本の指が優しく、敏感な粘膜の表面を弾き、それを追いかけるように、もう一本の指が肉壁を摩擦する。

「んぁ、やぁ、そこばっかり、──っ！」

「すごい、ここ、熱くなってる」

「ヤ、そこで喋らないで……！」

　乳嘴を咥えたままで感嘆の声を漏らす蒼に、優愛の方がくらくらしてしまう。

　吐息がかかるだけで胸の先端から甘い疼きが走り、無意識に太ももに力が入った。それに気をよくしたのか、嬉しげに喉を鳴らした蒼が、胸の飾りを舐め転がす。

　にゅるりと音がしそうな愛撫は、たちまち隘路の指と同じリズムを刻み始めた。

「ぁ、ぁああっ！」

　ぐちゅん、ぐちゅん、と断続的に与えられる刺激が気持ちいい。

　蜜窟を縦横無尽に動き回る指が優愛をより深い快感へと誘う。それに加えて、時折、優しく歯の先で胸のしこりを甘噛みされれば、経験値の低い彼女はひとたまりもない。

（もう無理！　イっちゃう──！）

　限界を悟った瞬間、どくん、と全身が大きく震えた。びくんびくん、と断続的に痙攣する内壁は、蒼の指を締め上げる。その奥に溜まっていた淫熱が弾け、優愛のまぶたの裏側で火花が散る。

（こんなの、初めて──）

　全身がぐったりと重たい。

　隘路と言わず、胸と言わず、蒼に愛撫された場所は勿論、足指の先まで全身が気怠い。

　乱れた自分の呼吸だけを聞きながら、真っ白な時間を過ごすこと数分。あるいは、実際には一分にも満たなかったのかもしれない。

　なんとか思考を立て直し、自分の部屋に戻らなければ、と思った瞬間、背後に人肌を感じた。蒼に後ろから抱き抱えられているのだ、と気づいたのと同じタイミングで、「ごめん」と耳元で囁かれる。

　謝罪の意味を聞き返そうとしたが、首筋に顔を埋める蒼のせいで振り返ることができなかった。

　けれど、意図を問う必要もなく、熱い吐息と共に、蒼の言葉は鼓膜をくすぐる。

「こういうことしたの、初めてだから、加減がわからなくて。──体、大丈夫……？」

「うん、平気」

　少し嗄れた声でそう答えると、蒼の腕から少しだけ力が抜けた。それでも抱きしめられていることに変わりはなく、顔が見えないせいで先ほどとは違う意味で心拍数が上がる。

（……後悔してる、とか？　それとも落ち込んでる……？）

　女性恐怖症の蒼にとって、優愛に触れることは嫌悪でしかないはずだ。とは言え、今も彼女を抱きしめているのは彼の方で、矛盾も否定はできない。

　何も言えないまま、静かに二人揃って呼吸するだけの時間が何秒経ったか。しばしの沈黙を破ったのは、蒼だった。

「なんか、俺ばっかり優愛にわがまま言ってる気がする……」

　拗ねたような声をつい可愛いと思ってしまい、優愛は思わず吹き出した。それが気に入らなかったのか、蒼は、不満そうなうめき声を出す。

「優愛は、何も俺に言いたいわがままはないの？」

「わがまま？」

「そう。アクセサリーでも服でも、何かほしいものはない？」

　ふるふると首を横に振れば、「そうだと思った」と残念そうに呟かれる。

「じゃあ行きたいところは？　食べたいものとか？」

　少し考え、それでも同じようにふるふると頭を振って否定の意を伝える。

　答えを予測していたのか、蒼は再び「そうだと思った」と面白くなさそうに付け加えた。

　こうなってくると、何も頼まないのも心苦しくなるのが人情だろう。優愛はふと名案を思いつき、おずおずと口を開いた。

「あ、でも、ひとつだけ。──腕枕、してほしい」

「腕枕？」

　背後でふわりと笑う気配がした。次の瞬間、優愛の視界がぐるっと回り、あっけなく願いが叶う。

　あまりにもあっけなさすぎて、優愛の方が戸惑ってしまうほどだ。

「あの……嫌じゃない……？」

　全然、と囁く彼の唇が、そっと優愛の髪をかすめた。ちゅっ、と濡れた音と感触が続いて、額にキスをされたのだと悟る。

「──っ！」

　驚いて両目を見開くと、次いで、彼の唇がこめかみにもう一つ、優しいキスをくれる。

「……なんか、突然したくなった」

　視界の隅に見える蒼は、当然のこと、と言わんばかりの落ち着き払った様子だ。

「俺、誰かにキスしたの初めてだ」

「え!?」

「そこ、そんなに驚く？」

　密着しているせいで、蒼が喉奥で笑うと、その振動が優愛にも伝わってくる。

　不意に、出会った頃の彼からは信じられないくらいの成長を遂げているのだと悟り、まるで自分のことのように誇らしい気持ちが湧き上がってきた。

「初めてだよ。俺、今も優愛以外の女の人が苦手だから近づけないし、触れない。もちろん、仕事中は精一杯平気なふりして我慢してるけど」

「そう、なんだ……」

　なんと声をかけたらいいのかわからず、ただ事実を受け止めるだけの相槌になってしまう。けれど、蒼はそれが心地よかったようで、優愛のつむじに顎を乗せるようなかたちで彼女を抱き寄せると、うん、と低く囁いた。

「──あの人……ハハオヤが、無責任っていうか、性的に奔放な人でさ。専業主婦だったらしいんだけど、家事はそっちのけで、子どもの俺にもわかるくらいの不倫と浮気を繰り返してたんだ。で、俺が小学校低学年くらいの頃に出てった。薄情なのかもしれないけど、世話された記憶とか、育ててもらった恩とか、ほとんどないんだよね」

　肩に感じる蒼の力が強くなり、優愛もまた、しがみつくようにして彼を抱きしめる。

　唐突に、そして淡々と告げられた蒼の過去に、優愛の胸が締めつけられる。

　蒼の母の本心は知らないが、それでも彼女に捨てられたと感じた、まだ幼い蒼を思い、瞼の裏が熱くなる。

「初めは、父親とふたり暮らししてた。でも、親父もしばらく頑張ってくれてたみたいなんだけど、転勤と出張が多い仕事だったから、父方の祖母の家に預けられたんだ。祖母は祖母で、俺の存在が気に入らないんだろうな、っていうのはすぐにわかったから、中学からは全寮制の男子校に進んだし、そこにいたのも三年くらいだったけど……」

　語られない部分の記憶がどれほど切なくて悲しいものなのか、蒼の自嘲めいた話し口から滲み出る。

（あぁ、それで──）

　契約結婚を提案された晩、姉が優愛に頼んだ『普通の家庭料理を多めに出してあげてくれる？』の本当の意味を知る。マネージャーの姉は蒼の過去を知っていても不思議ではないし、仕事熱心すぎるきらいはあれど、優しさはある人だ。

　きんぴらごぼう。肉じゃが。ハンバーグ。──蒼が『美味しい』と残さず食べてくれた料理をひとつずつ思い出す。どれも、優愛自身が幼い頃に母親に作ってもらったメニューばかり。

　かけられる言葉も見つからず、ただそっと肩や二の腕を撫でてあげることしかできないのが歯がゆい。

「ごめん。なんで俺、こんな話しちゃったんだろ。忘れてくれていいから」

　急に声のトーンを変えた蒼だったが、それでも、微かに震えている手を誤魔化せていない。

　優愛は、せめてもの優しさのつもりで、気づかないふりで「うん」とだけ返した。

（ここで一緒に寝たら、迷惑かな……？）

　肉体的な疲労もさることながら、今、目の前にいる蒼が、まるで母親に捨てられた時の小さな男の子に見えてしまい、ひとりにするのも嫌だった。心細さを全身から滲み出させる様子は、事故で両親を亡くした直後の自分とも重なってしまう。

　幸い、蒼の方も優愛を部屋に帰すつもりはなかったようで、器用に優愛を抱いたまま枕元のライトに手を伸ばした。

「おやすみ、優愛」

「あ、おやすみなさい……」

　抱きしめられたままで眠れるかな？　そう考えたのは一瞬で、疲労のせいか、優愛は気づかぬうちにまぶたを閉じていた。
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　あの人が出ていった朝の記憶なのだろう。

『ママ、またお出かけなの……？』

　食卓でそう問いかける自分と、目の前の食卓に置かれた納豆ごはん。レンジでチンするだけでできるパックに入った白米は、当時の自分の嫌いな食べ物のひとつだったが、残したり文句を言ったりすれば怒られることがわかっていたから、息をとめて苦行に耐えるようにして口に運んだものだった。

　今にして思えば、自身の父親と母親の数少ない共通点は、息子の世話が不得手だったということだろう。

　規律正しい生活を好む父親は、すでに出勤準備を整え、スーツ姿でコーヒーをすすっていたと思う。彼が、蒼の質問は聞こえないふりでテレビのニュースに視線を向けたことで、幼心になんとなく今回はいつもと違うのだ、とわかった。

（──ああ、あの人はもう帰ってこないのだ）

　そう思っても、寂しいとも悲しいとも感じなかった。

　口の中に残る嫌いな味を消したくて、お湯を注ぐだけでできるインスタントの味噌汁を飲み干した記憶がある。

　人間、変なことを覚えているものだ。

『ごちそうさまでした』

　礼儀作法に厳しい父親に合わせ、両手を合わせて挨拶をした直後、こちらを向いた彼が何かを言った気がする。

（なんだったかな……）

　滅多にない、父親の本音。

『おまえは、本当に好きな人と結婚できるといいな』

　──そうだ。そう、言われたのだ。




　久しぶりに思い出したな、と、無意識に止めていた息をふっと吐き出しながら、蒼は思う。

　腕の中には、あどけない顔で眠る優愛がいる。

　女性恐怖症の自分が、こうして彼女を抱きしめてベッドに横たわっている事実に改めて驚く。

（不思議な子、だよな……）

　初めて優愛に会った夜、──いや、初めて優愛と彼女の姉の和花の住むマンションに行った夜、第一印象は『美味しそう』だった。もちろん、性的な意味ではなく、文字通り、筑前煮の美味しそうな匂いがしたせいだ。

　ごくごくありふれた、普通の家庭の匂い。

　母親の不貞が理由で、幼少期に両親が離婚した。

　洗濯物やホコリで散らかった部屋。

　菓子パンや栄養補助食品が無造作に置かれたキッチンテーブル。

　父親とは違う、別の男に会うためにせっせと化粧をし、よそ行きの服に着替え、電話で猫なで声を出す女。

　両親が離婚する前の記憶はさほど幸せなものではなく、父親とふたり暮らしになってからの方がいくぶんかマシだった。少なくとも、香水くさい部屋で頭痛や吐き気を覚えることはなくなったし、父親は父親なりにあたたかなごはんを食べさせようとしてくれていた。

　祖母の家に預けられてからは、自分の見た目が出ていった嫁に似ているせいか、ことあるごとに厳しく当たられた。

　嫌われているのなら、別にここにいる理由もない。

　早々に悟った蒼は、勉強だけは真剣に努力し、父親を説得して、中学から私立の男子校に入学した。上昇志向の強い父親はそれを大いに評価してくれたが、実際のところは、感情の起伏の激しい母親と祖母に──女という生き物にいい加減うんざりし、男ばかりの空間に逃げたかっただけだ、と自覚している。

　中学一年生の時点で、自分はすでに立派な女性恐怖症だったのだろう。

　大学までエスカレーター式で進んだ。学部生の時に街を歩いていて、今所属している芸能事務所にスカウトされた。『ＡＯ』という名前でデビューをしたら、たちまちファンが増えた。

　母親譲りの顔がモデルという仕事につながったのは、皮肉な話だと思う。

　順調に知名度が上がり、ドラマの端役で演技の楽しさを知った。

　そもそもモデルという仕事に強い思い入れがあったわけではない。所属事務所もマルチタレントへの転向を後押ししてくれて、俳優として活躍することを念頭に、名前を『大河原蒼』に変えた。

　順風満帆。

　そう思えたが、自身の女性恐怖症が、思っていたよりも深刻であることを自覚したのもその頃だ。仕事だから、と精一杯の虚勢を張って女性タレントやモデルとの共演もしたが、ことごとくうまくいかず。

　このままではまずい、と、それまで男性マネージャーだったのを女性マネージャーに変えてもらい、少しずつでもいいから女性に慣れようと努力した。

　それでも、うまくいかないものは、どうやってもうまくいかないもので。

　条件反射で女の人を敵だと認識してしまう癖が抜けず、仕事で至近距離に近づくことはできても、いつかトラブルが起こるだろうと危惧しながら、恐る恐る現場をこなしていた。

　そんな矢先。

　デビュー当時からファンだったというスタッフに抱きつかれ、咄嗟に突き飛ばしてしまい、あとは面白おかしくネットニュースのネタにされた──。

　もう終わりだ。どこか諦念の思いで、そう確信した蒼に、新しく担当になった村井和花が提案した、突飛な解決策。

『契約結婚をしてみるのは、どう？』

　事務所近くのカフェチェーン店でのことだ。

（女性恐怖症の自分が、結婚──？）

　目を剥く蒼を無視して、和花はホイップクリームとキャラメルソースがたっぷり乗ったアイスラテを美味しそうに一口飲んだ。

　プラスチックのカップを持つ和花の右手には、きらりと光る婚約指輪。

　凝視していた意味を履き違えたのか、一拍遅れて、彼女が言い訳のように肩をすくめた。

『こういうの、好きなんだけど、妹が厳しいからあまり飲めないの。カロリーが、とか、健康が、とか、すぐに怒られちゃう』

　クスッと笑う顔から、妹を愛おしく思う気持ちが伝わってくる。

　精神的に弱っていたせいだろう。家族同士の繋がりが強いことを、羨ましい、と素直に思った。

　それまでも何度か和花の妹の話題が挙がったことはあったが、そんな時はいつも妹への信頼と憧れを強調していた。年下なのにどちらかといえば包容力のある自慢の妹を、蒼の契約結婚の相手に提案した和花は、さすが仕事人間というべきか。

『まずはあの子に会うだけでもいいんじゃない？　仕事以外で女の子と接する機会を持つだけでも何か変わるかもしれないし』

　説得力のあるその言葉に、蒼は縋る思いで頷いた。

　善は急げ、とでも言いたげに、和花はその日の晩には蒼と優愛を対面させ、そして気がつけば、契約結婚まで話がまとまっていた。




（お人よしすぎて、ほんと、心配になる……）

　ふと気づけば、無意識に優愛の髪を梳いていた。

　くすぐったかったのか、腕の中で身じろぐ優愛を見つめながら、蒼は、今まで経験したことのない切ないような感情に襲われる。

　当たり前のように毎朝、毎晩に供される食事は、彩りにも栄養バランスにもきちんと配慮されているのがわかり、彼女にとってそれが仕事の一環なのだとしても、単純に嬉しかった。

　それどころか、気づかれないように、けれど間違いなく食事中の蒼に意識を向けている彼女は、いじらしくて可愛いとさえ思う。おしつけがましさは一切ないのに、自分が──ひとりの人間としての大河原蒼が大事にされているのだ、とわかる。数は少ないけれど、今までに関わってきたどの女の人とも違う優愛の優しさに、言葉にできないような甘くてやわらかな感情が湧く。

　せめて一般的な《夫》役を演じようと思ってはいた。世間話はネットの情報で聞きかじっただけの《良い夫》のフリは、いつしか蒼の本音となり、演技は演技でなくなっていた。

（可愛い、とか、初めて思ったな……）

　世間一般で言われる美醜の価値観は、それこそ人並みだが、一応はわかる。ただ、それはあくまでも理解の範疇であり、自身の感情が動くほどではなかった。

「なんで、あの人の話なんてしちゃったのかな、俺」

　ずいぶんと長い間ひとりで暮らしてきたせいで染みついた、ひとりごとの習慣。うっかり声に出してしまって慌てたが、疲れきった様子の優愛が目覚めることはなかった。

　彼女の安らかな眠りを邪魔しなかったことに安堵し、蒼もまた、ゆっくりと目を閉じた。







【第２章】








「いらっしゃいませー！」

　カラカラと高く鳴るドアベルに合わせて優愛が音のした方をふり向けば、戸口に立っている長身に驚かされた。

「蒼くん……」

　夕暮れという言葉がしっくりくる、橙と藍を半々で混ぜたような背景に、すっかり見慣れた、濃い茶色の髪が艶やかに光る。デザイナーズブランドの白いＴシャツには、おしゃれなフランス語のロゴ。無造作に襟元に差されたサングラスは洗練されている。シンプルなＴシャツに合わせた黒っぽいジーンズはヴィンテージものらしく、彼の長い脚を引き立てている。肩にかけた小ぶりのメッセンジャーバッグはワインレッドで、その挿し色のバランスも絶妙で、嫌味なくらいおしゃれだ。

　今朝、仕事に行く時に見送った時とまったく同じ格好だが、ひとつだけ違うのは、目が合った瞬間に彼が一瞬だけ見せた険しい顔だ。

　だが、それも優愛が見間違えたのかと思うほど短い時間で消え、代わりに、家でよく見せる微笑が浮かぶ。

　つかつかと店内に足を踏み入れた蒼は、当然の如く、優愛に歩み寄った。

「ただいま、優愛。もうそろそろ仕事あがりの時間だろうと思って、迎えに来たよ」

　張りのある美声は、間違いなく店内に響いた。

　ちょうど優愛が接客をしていた常連の三十代と思しき男性客は、視界の隅で引き攣った愛想笑いをしているし、レジに並んでいた二人組の若い女性客は会計も忘れて蒼に見惚れているのがわかる。

　カウンター席が三席、窓際にテーブル席が二席。テイクアウトの客が中心のこじんまりとしたカフェでアルバイトを始めて、まだ三日目。

　蒼の私生活を支える、という名目で事務所からささやかな給与は支払われているけれど、収入が多いに越したことはない、と始めた仕事だ。

（期限がない契約結婚だけど、蒼くんの女性恐怖症が治ったら、きっとお役御免だもんね）

　蒼の天性の演技力の賜物か、あるいは、ストイックな性格故か。いずれにしても、蒼自身が思うよりも早く女性に慣れることはできるだろう、と踏んでいる。

　始めて優愛に触れた晩から、蒼は今まで以上に勤勉に女性恐怖症を克服しようとしている。

　実母のことを打ち明けたことで、優愛に対して、心のつかえがとれたのだろう。

　毎晩の演技の練習はもちろんだが、そのまま優愛の体に触れるのが日課となり、仰天するほどの濃密な愛撫を受けているのだ。

　それだけではない。

　妻を溺愛する夫という役に入り込んでいるらしく、朝から晩まで続くテレビではお目にかかれないような甘やかな態度と口調も、最近の蒼のデフォルトになりつつある。

　家での演技の続き、とでも言わんばかりに、蒼は当然の如く優愛の顔を覗き込んだ。

「まだシフトが終わるまで三十分もあるよ」

　周りを気にして声を落とすが、そんなことしなくても聞き耳を立てられていることは火を見るより明らかで。

「いいよ。待ってるから」

　ご機嫌な顔でそう蒼が告げた瞬間、やはり聞き耳を立てていたらしいカフェの店長が会話に割り込む。

「大河原さん、ご主人がお迎えに来てくれたの？」

　優愛の母親くらいの年齢であろう店長は、全身から迸る興味を隠そうともしない。それも、優愛ではなく蒼の方ばかりを凝視しているところから、絶対に芸能人としての彼を知っていることがわかる。

「珍しい名字ね、と思ってたけど、まさかご夫婦だったなんてね！」

「突然来てしまってすみません。妻がお世話になっています。夫の大河原蒼と申します」

「ええ、ええ。もちろん存じ上げてます。なにしろうちの娘があなたの大ファンでね！　モデルのＡＯ時代からずっと──」

　ふくよかな体型でおっとりとした性格の店長。彼女の唯一の短所、それは話が長いこと。

　面接の時点でそれを学習している優愛は、我に返ると慌てて彼女を止めに入る。

「──あ、あの、店長……！」

「あら、いやね。私ったらお客さん相手に」

　おほほほほ、と朗らかに笑った店長は、優愛に向かって鷹揚に手をひらひらと振る。無礼に思える仕草も、常ににこやかな店長がやればどことなくコミカルに思えるのだから不思議だ。

「大河原さん、今日は暇だし、せっかくご主人も来てくれたんだから早めに上がっていいわよ」

「なんだかすみません。じゃあ優愛、お言葉に甘えて着替えておいで」

　先ほどと同じで、優愛を蚊帳の外にして会話を進める二人になかば押し切られ、ほとんど強制的にロッカールーム兼更衣室で着替えをさせられる。

　フニフォームでもある生成りのエプロンと黒のＴシャツを脱ぎ、フリル付きのカットソーを着れば帰宅の準備完了だ。

　徒歩で出勤できる距離なので、いつも仕事で着られるジーンズに適当なトップスを合わせるだけ。効率と実用性重視の格好だが、今日ばかりは鏡に映る自分の平々凡々な姿にため息が出る。

（一緒に帰ることになるってわかってたら、もっとおしゃれすれば良かったかも……）

　今更どうにもならないが、せめて前髪くらいは、と手櫛で整えて、足早に店の方に戻った。

　バックヤードから顔を出した優愛に気づいた蒼が、また満面の笑みを浮かべる。その様子は、まさに新婚の妻を溺愛する夫そのもので、何度目か知れないが、彼の演技力の高さに圧倒された。それと同時に、これはあくまでも演技なのだと優愛は改めて自分に言い聞かせる。

「ごめんね、お待たせ」

　ちゃっかりカウンター席に座り、アイスコーヒーを飲んでいる蒼に歩み寄り、声をかければ、なぜか蒼ではなく近くにいた店長が口を開いた。彼女も頬がゆるみっぱなしで、優愛は一瞬、蒼のファンなのは彼女の娘ではなく彼女自身なのではないか、と訝ってしまう。

「いいのよ。今ね、大河原さんからいろいろお話を聞いてたところなの」

　うふふ、としたり顔で笑う店長に嫌な予感がし、蒼の方を見れば、彼もまたいたずらな笑みを見せる。

「今、店長さんにね、優愛が悪い男に声をかけられないようにしっかり見張っててください、ってお願いしたんだ」

「──悪い男……って何言ってるの!?　そんなことあるわけないじゃない！」

　いたたまれなくなって店長に頭を下げれば、彼女はまた鷹揚に手をひらひらと振って笑う。

「それだけ愛されてるんだから、幸せじゃないの！」

「いえ、それは──」

「恥ずかしがらなくていいのよ。じゃ、大河原さん、奥さんのことはしっかり守りますから、大河原さんもまた遊びにきてくださいね」

「ありがとうございます。コーヒーもごちそうさまでした。美味しかったです」

　いつの間にか空になっていたグラスを少しだけ前に押しやり、蒼が立ち上がる。

「帰ろうか」

　甘やかな蒼の誘いの直後、当たり前のように、優愛の手を彼の手が包み込んだ。それも、一本ずつの指を交互に絡める、いわゆる恋人つなぎだ。

　まるで本当に相思相愛の夫婦のような仕草。

　けれど、偶然にも昨晩、蒼に見せられたＳＮＳの画面を思い出し、ハッと我に返る。

　フォロワー数は記憶にあった数字よりも大幅に増えており、見覚えのある夕ごはんの写真の下に続くのも、好意的なコメントばかりだった。

　突然の結婚発表以来、芸能人としての大河原蒼のイメージアップが成功していることは間違いない。そうなれば、今も、自分たちを見守っているであろう店長や他の一般人への配慮だと考える方が自然だ。

（──違う、これは演技。大河原蒼のタレントとしてのイメージアップのためなんだから、勘違いしちゃだめ）

　一瞬だけ俯いてしまった自身を叱咤し、優愛もまた、精一杯の笑顔を見せる。

（せめて私も、幸せそうな奥さんのフリ、しなくちゃね……）

　不自然に笑ったことで少しだけ頬が痛み、同時に、ジクジクと心が痛む。けれど幸い、蒼はそんな彼女に気づいていないようだった。
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　優愛のバイト先を出て、徒歩圏内のふたりのマンションに帰るまで、蒼はなぜかずっと優愛の手を離さなかった。その徹底した演技力とプロ意識には、頭が下がる。

（でも、その努力のおかげで蒼くんのイメージも前よりよくなってきてるみたいだし、これで良かったんだよね？）

　帰宅後、着替えを済ませたタイミングで時計を見れば、時刻は午後六時。

　これから夕ごはんを作ればちょうど良いか、とキッチンで冷蔵庫の中身を確認していたところへ、同じく部屋着に着替えた蒼がドアから顔を覗かせた。

「あのさ……」

「うん？」

　はあ、とひとつ大きな息を吐いた彼は、おもむろに優愛の方に歩み寄った。

「連続ドラマ、決まった」

「──すごい……え、すごい！　おめでとう！」

　嬉しそうで、恥ずかしそうな蒼の表情に、優愛の心も一気に浮足立った。

　帰り道で考えていたように、蒼のイメージアップが成功していることはもう間違いようがなく、それに自分が少しだけでも貢献できているのか、と思うことで、せめて小さな幸せを感じることにする。

「いや、でも、今回のは全然、ただの端役で……」

「十分すごいよ！　じゃあ待ってて。今夜は蒼くんの好きなものいっぱい作っちゃう」

　パーティーやごちそうと呼ぶのはおこがましいが、蒼の好きなメニューなら即席でも用意できる自信がある。

　和食も好きだが、カレーも好きな蒼のために、昨日の残りのシーフードカレーがあるからカレードリアにしよう、とメインを決めた。つけあわせにするブロッコリーを確認しようと冷蔵庫の野菜室を開けたところで、後ろから蒼に抱きしめられる。

　最近の蒼は、本当にスキンシップが多い。

　甘えるように優愛の髪に鼻先をうめた彼は、そのまま彼女に代わって開けっ放しの冷蔵庫の扉を閉めた。

「今日は、優愛以外の女の人と話したから、疲れちゃった……」

「もう、何言っ──」

「ちょっとだけ、いい……？」

　優愛が拒まないと知っているのだろう。カフェを出る時と同じように彼女の指を絡め取った蒼は、手をつないだまま部屋を横切り、ソファーに優愛を座らせた。

　いつも演技の練習をしている場所だ。

　かがみこむようにして腰を折った蒼が、親指で執拗に優愛の下唇をなぞる。

「優愛、ここに、キスしたい」

　あまりにも直球すぎる要求に、優愛の心拍数が一気に跳ね上がる。急に加速した心臓のせいで、全身の血がにわかに沸き立ち、真っ赤になるのがわかった。

　直後、冷静になった頭の一部が、蒼を案じて警笛を鳴らす。

「でも、蒼くん──」

「大丈夫。お願い。優愛と、ちゃんとキスしたい……」

　ほしくて仕方がない、とでも言われているような錯覚で恍惚とする。

　こくりと小さく頷けば、蒼の大きな手によって、そっとソファに押し倒された。そのまま彼女をまたぐようにして上になった彼は、もう一度親指で優愛の下唇を撫でた。

　触れるか触れないかのやわらかな感触に、ぞくぞくとしたしびれが腰から頭へ、そして、腰からつま先へと走る。

　少しずつ近づいてくる端正な顔は、間違いなく雄の色気を発していて、あまりの羞恥でたまらず優愛は目を閉じた。

「優愛──」

　名前を呼ばれたすぐ後で、優愛の唇に蒼の唇が重なった。

　ふにゅ、としたやわらかな感覚はあっという間に離れ、名残惜しさに目を開いた瞬間、もう一度、角度を変えて唇を押しつけられる。今度は、さきほど親指でなでていた下唇を食むように。

　密着した上体からは服越しでも蒼の熱が伝わってきて、かたい胸板とこすれる胸の先が、早くも主張を始める。

（ふわふわする……）

　ちゅ、ちゅ、と何度も繰り返し重ねられる、触れるだけのキスなのに、その焦れったさのせいで余計にじわじわと体の奥に熱が宿る。

　最後の、少しだけ長い、それでも優しいばかりの唇の接触は、突然終わった。

　心地よい浮遊感から現実に引き戻され、優愛がしぶしぶまぶたを開く。真正面に蒼がいるのは当然だが、どうしてか、彼は戸惑ったような顔をしていた。

「蒼、くん……？」

　心配になって体を起こそうとした瞬間、密着した下腹部に違和感を覚えた。

　優愛のおなかのあたりにぶつかる、かたく滾った屹立。

　その原因に思い至り、優愛もまた中途半端な体勢で硬直する。

（これって──）

　デリケートな話題だからこそ、はっきりと口に出して確認したわけではない。だが、蒼は、女性恐怖症ということもあり、いわゆる〝不能〟なのだと思っていた。実際、毎晩のように優愛に触れていても彼自身が欲を発散する素振りは一切なかったせいもある。

　それでも、今、彼の中心で熱く鎌首をもたげているモノは、間違いなく男としての欲望を抱いている証で。

　キスをせがんだのか、それとも、キスをせがまれたのか、優愛にもよくわからなかった。気づいた時には、また雨のように降り注ぐ蒼のキスを受けとめていた。時折、何かをせがむようにぺろりと唇を舐める舌に、たまらず吐息がこぼれた。

　隙間から入り込んできた蒼の舌が、優愛の口内を余すところなく舐める。両手で彼女の頬を包み込む、力任せの激しい口づけは、蒼の隠しきれない情欲をぶつけられているかのようで、心に火が灯るようだ。

「ん……っむ……ッ」

「優愛、可愛い」

　ルームワンピースを脱がされ、自身も上半身裸になった蒼が、ブラからこぼれたふくらみをそっと指を這わせた。

「きれいだ……」

「ぁ……ャ、くすぐったい……」

　胸の深い谷間から、ブラのふちをなぞるように外に向かって進んでいく人差し指は、ぞわぞわとした愉悦を生む。

　くすぐったさに身をくねらせた優愛に、蒼はいつにもまして熱を孕んだ眼差しを向けた。

　明確な意志を持った彼の指が、ソファーと優愛の背中に潜り込む。プチッとブラホックが外され、解放感と共に豊満な胸が外気に晒された。

　我慢できない、とばかりに蒼は性急に左胸に顔を寄せる。

「もうかたくなってる……」

　痛いくらいに張り詰めた乳頭に蒼の吐息を感じて、優愛の体が淫猥な期待に震えた。けれど、蒼の舌は、優愛の甘い期待をからかうように、ぷくりと尖った果実を避け、薄い桃色と白い肌の境界線を優しく舐めた。

「ん、あぁっ！　やぁ──！」

　きゅっと突出した蕾が切なくて、でも同時に、蒼に舐められた場所は熱くて。

　薄く涙の膜が張った目で彼を見上げれば、とても嬉しそうな笑顔を返される。

「優愛、ほんとに可愛い。とろけそうな顔してる」

　慈しむような言葉の末に、やっとかぷっと先端を咥えられ、突き刺すような刺激に無意識に背中が浮いた。

「ふ、ぁ……ん、ぁあっ！」

　手と口での愛撫なら、それこそ数えきれないほどされている。すでに知られている優愛の弱点を的確に攻めるやり方で、蒼は今夜もまた一気に彼女を快楽の海に突き落とした。

　ぴちゅ、ぴちゅ、と濡れた音が響き、それに合わせて蒼の唇が彼女の敏感な蕾を舐め転がす。かたい芯を根本から押しつぶすように強く舌で摩擦されたり、かと思えば、いたわるように唾液まみれで優しく吸われたり。ひとつひとつに丁寧すぎる愛撫に理性が奪われ、子宮の奥が疼く。

「こっちも……？」

「──ゃ、んんっ！」

　下着越しに淫芽を撫でられた瞬間、胸への愛撫とは違う快感が迸り、太ももに力が入ってしまう。つけ根からは早くもとろりと蜜が溢れ出しているのか、濡れたショーツが蒼の指の動きに合わせて、ぬちゅっと生々しい音を立てた。

「良かった。感じてるね──？」

　わかりきったことを聞かないでほしい。半疑問の問いかけにそう思うのに、クロッチの横から差し入れられた蒼の指で気が散ってそれどころではない。

　何度か爪の先で溢れた蜜を掬い取る仕草をした彼の指のせいで、次の刺激を待ち望む肉襞がはしたなく震えたのがわかった。

「見て、優愛。すごい、とろとろ……」

　自身の指先に絡みついた粘液を確認する蒼に、羞恥が募る。その上、指摘された事実に耳まで赤くなれば、蒼はまた、可愛い、と呟いて唇にキスをくれた。少し左わけの前髪の隙間から蒼の情欲に満ちた視線を送られた気がして、優愛は恥ずかしさのあまり、思わず視線を逸らしてしまう。

　役に立たないショーツはあっという間に脱がされ、今度こそ本格的に蒼の指が蜜口に添えられる。

「……ひゃっ、ぁ……！」

「ほんと、無防備すぎて心配になる──」

「ぁぁあっ！」

　不明瞭に呟かれた言葉と同時に、蒼の長い指がゆっくりと淫窟に挿し込まれた。

「……痛い？」

　いつものことながら、心配そうに優愛の様子を伺う蒼の優しさに、胸が締めつけられる。

「ちが……気持ち、いいの……」

「良かった──」

　ぐっと奥まで押し込まれた指が、今度は内壁を押し広げるように浅瀬に引き戻された。

「あ、……ぁあっ！」

　二度、三度と同じ動作が繰り返され、そのたびに甘く苦しい掻痒のような感覚が優愛のナカに湧き上がる。

「優愛──？」

　さらりとした前髪の奥で、蒼の双眸があやしく光る。

「優愛のぜんぶ、俺に、ちょうだい……？」

　こく、と頷くことしかできず、「待ってて」と触れるだけのキスと同時に離れていく蒼の姿をぼんやりと視線だけで追いかける。

（……蒼くん、持ってたの──？）

　置きっぱなしになっていたメッセンジャーバッグから、小さな箱を取り出した蒼を見て、優愛は思わず目を見開いた。

　振り返った蒼は、瞠目する優愛と手元の箱を見比べ、くすっと口角を上げる。

「大丈夫、新品だよ」

　ほら、と外装のフィルムを優愛に見えるように開けた後、彼は中身をひとつ取り出し、ローテーブルに置いた。

「ずっと優愛と最後までしたいと思ってた……って言ったら、軽蔑する？」

　語尾が消え入りそうなほど低くかすれた声には、切望と同時に、明らかな緊張が混じる。隠しきれない不安のせいで、蒼の澄んだ瞳が微かに揺れる。

　この瞬間のために、──自分とつながるために、用意をしていたということだろうか。

　溢れ出る歓喜で言葉に詰まる。

「そんなこと、ない……」

　なんとか絞り出した言葉は、最後の方は、自分の耳にさえほとんど聞こえなかった。

　目の前でカジュアルパンツとアンダーウェアを一気に脱ぎ去った蒼のせいで、やけに口の乾きを覚える。

　引き締まった胸板。

　薄く割れ目の浮き上がる腹筋。

　その凹凸につきそうなほど反り返った雄根。

　指の長い、かたちの良い蒼の手が、そっと銀色のパッケージを破り、ぎこちなく被膜を自身にかぶせるのを、まるで映画を観るように、固唾をのんで見守った。

「いい……？」

　ソファーに戻った蒼が、切っ先を蜜壺に押しつけて問う。

　こんな時だと言うのに蒼の視線はどこまでも真っ直ぐに優愛の瞳に注がれ、彼女の心を推し量ろうとしていることがわかる。きっと優愛が一言でも拒絶の言葉を紡げば、彼は今すぐにでもこの行為をやめてしまうだろう。そう思うと、羞恥以上の渇望が優愛の勇気を後押しした。自分でもわかるほど真っ赤になった顔で、蒼を見上げ、ゆっくりと唇を開く。

「……私もほしい」

　言った瞬間、蒼の雄根の先が押しつけられ、ぐいっと隘路がこじ開けられた。指とは違う質量が淫靡な襞の隙間を割り、ずるずるとナカへ侵入する。

「──んんっ、あぁァァ！」

　一度では収まりきらない熱杭が、少しずつ肉壁を巻き込みながら挿入され、慣らすようにずるりと引き抜かれ、そしてまた押し込まれ──。

　繰り返される意図せぬ抽挿で、次々と愉悦が与えられ、優愛の方はひとたまりもない。

「っ、あんっ！　蒼、く……！」

「あと、少し……」

　何度目かの突き上げと共に囁かれた、低い蒼の声。それを追いかけるように、ぐちゅっ、とひときわ高い水音を立て、蒼の雄芯がねじ込まれた。

　明らかに、長身の彼に見合った質量の屹立だ。指でほぐされていた最奥のさらに奥深くに届き、優愛の蜜壺をみっちりと埋めている。

　ハクハクと浅い呼吸を繰り返して快楽を逃そうとするのに、蒼に抱きしめられ、角度を変えた男根が違う部分を突く。ほとんど涙声で嬌声を上げ、苦しいほどの法悦をどうにかしてほしくて蒼に抱きつけば、今度は蠕動する淫肉に包まれた切っ先がぴくりと跳ねて更なる快楽を呼び起こす。

「すご……想像してたより気持ちいい。ごめん、優愛。動くよ」

　言うが早いか、蒼の屹立がぎりぎりまで引き抜かれた。内壁を隈なく擦り上げ、二枚の淫襞までもめくり上げるような、容赦のない動きだ。

「んぁッ……ぁああっ！」

　ぽろぽろと生理的な涙がこぼれる。

　ずんっ、と壊れそうな力強さで最奥を突かれ、その一瞬、あまりの快感で意識が飛びそうになった。

「優愛、蕩けそうな顔してる。すごい可愛い……」

　うっとりとした蒼の声は、未だかつて聞いたことのないような色香と熱を帯び、優愛の耳に残った。

　息をつく暇もなく、淫蜜のぬめりをまとった楔は、少しずつペースを上げながら律動運動を繰り返す。

「ァ、やぁ、ん……蒼くんっ！」

　先端がある一点をかすめるたびに、まるで神経を直接愛られているような信じられない快楽が生まれて、甘えすがり、媚びる声がこぼれてしまう。

「や、も……蒼く、それ……気持ち良すぎて、だめぇ──！」

「ここ？」

　それが、指では届かなかった場所だと、蒼も気づいたのだろう。

　おもむろに優愛の両膝を掴むと、脚を大きく押し広げた。

　そのままの姿勢で律動を再開するのだから、優愛はもう嬌声を上げながら、湧き上がる淫熱を受け止めるしかない。

　結合部分からは、ぬちゅぬちゅ、と湿った音が聞こえ、視界がぼやけるほどに突き上げられる。

「ああぁっ！　ぁ、んっ──！」

「ヤバいな。我慢できないかも。優愛のナカ、ぴくぴくしてる……」

　解放を求めて体の奥深くでのたうち回る悦楽は、蒼がきゅっと淫粒を二本の指でつまんだ瞬間、一気に爆ぜた。

「ぁぁああっ！」

　ふわっと宙に放り出されるような感覚と共に、地震のように大きく隘路がうねりを打ち、蒼を締めつける。

（ゃ、だめ、……おかしくなっちゃう！）

　恐怖というより、女としての本能で、無我夢中で蒼にしがみつけば、体勢が変わったことでより深く彼の陽根を受け入れることになる。絶頂を迎えたばかりの蜜壺は、それでも勝手に蒼を貪欲に貪り、浮遊感が次の嬌声を呼んでくる。

「んぁっ、……ぁ、ャあ、蒼くん……！」

「──っ！」

　耳元で、彼が低く呻いたのが聞こえる。それとほとんど同時に、蒼の屹立がびくびくと痙攣した。

　お互いの浅い呼吸が落ち着くまで、どれくらい時間が経っただろう。

　先に動けるようになったのは、やはり蒼の方で、ずるりと長大が引き抜かれる感覚に優愛が小さく声を上げれば、謝罪のようにこめかみにキスを落とされる。

　はい、と手渡されたのは、蒼が先ほどまで着ていたＴシャツだ。これを着ろ、という意味らしい。

「お風呂の用意してくるよ。逃げないで待ってて」

　蒼の冗談まじりの言葉に、くすりと笑う。

　けれど、当の本人はまるでそれが心外だと言わんばかりに心配そうな顔を見せて、リビングダイニングのすぐ隣にある脱衣所へ姿を消した。

　よくわからないが、とりあえず貸してくれたＴシャツを着て、お行儀悪くまたソファーに上半身を投げ出すことにする。

　数分後。

　リビングに戻った蒼は、まだソファーの上にいる優愛を見て、なぜかほっとしたように微笑する。

「お湯溜めてるから、一緒に入ろう」

「え？　──ぁ、きゃあ！」

　背中と膝裏に人肌を感じたと思ったら、次の瞬間、視界が急に高くなっていた。抱き上げられているのだと気づいたが、その時点で蒼はもうすでに歩き出していて、あまりの展開の早さに優愛の方が戸惑ってしまう。

　ふらつくこともなく浴室に辿り着いた彼は、バスタブに優愛を座らせてくれた。

　迸る水の下では、もこもことした白い泡が作られている最中だ。

　甲斐甲斐しくまた生まれたままの姿にされ、ぬるめのシャワーをかけられ。

　先に浴槽へ入るように促されて、ふわふわの泡の誘惑に勝てずにそっと足をつける。まだ湯量は少ないが、とろけるような優しい感覚は、驚くほど気持ちがいい。

「お湯、熱くない？」

「ん、平気。気持ちいい」

　良かった、とまた笑う蒼は、当然のように自分もシャワーを浴びると、背後から優愛を抱え込むようにして浴槽に浸かる。

（──お風呂、一緒に入ろうって本気だったんだ……）

　出会った頃は女の人に触れないくらいの女性恐怖症だったのに、と驚きが隠せない。

　蒼の心境を測りかねて、様子を伺うように後ろを振り返る。思ったより近距離で視線がぶつかり、その眼差しに優しさと同じ量と熱を見た気がして、また心臓が騒ぐ。

「優愛……」

　触れるだけのキスが、ひとつ。

　蒼の手があたたかなお湯を掬い、優愛のむきだしの肩にかける。

「優愛だけ……」

　彼のくぐもった声は、二度目のキスに消えた。

　肩から流れ落ちる泡を追うように、蒼の手が鎖骨を撫で、ふくらみに辿り着く。まだ敏感なそこは、散々教えられた快楽の限りを思い出し、早くも頂を尖らせているのがわかる。

　ちゅ、と音を立てて離れた蒼の唇は、名残惜しいと思った瞬間、うなじに押し当てられる。

「……ん、っ……は、ぁ」

　押し殺した声は、浴室では反響して、自分の耳にさえやけに生々しく聞こえた。発散されたはずの淫靡な熱が、またぞわりとした快感として体内に蓄積していくのを感じる。

「可愛い、優愛。ここも弱いの？」

　ふっ、と息を吹きかけられ、たまらず首をすくめれば、その拍子に前に出すかたちになった両胸を、蒼の両手で包まれた。

　姉のようにスレンダーな体型に憧れていたのは事実なのに、現金にも、蒼が触ってくれるなら今の自分の体が愛おしく思える。

　やわやわと全体を揉みしだくような動きの後で、それぞれの乳嘴を人差し指でこねられ、お湯以外の理由で全身が火照る。

「赤くなってる。ねぇ、優愛。もう一回してもいい？」

「ん……」

　愛撫への喘ぎ声なのか、誘惑への返事なのか。自分でもわからない声は、了承と取られたらしい。

　かたくなった先端に親指も添えられ、二本の指でつまむように慰撫される。泡のせいでいつもよりもぬるりとした感触なのに、与えられる愉悦はビリビリとした電流のようだ。

「ぁ、蒼く、……待っ、両方は、やぁ……っ！」

「どうして？　気持ちよくない？」

　背後から囁かれる言葉に、ふるふると首を振って否定の意を示す。

「気持ち良すぎる、って理由なら、聞いてあげられないかな」

　蒼の声に含まれた色気に、ぞわっ、と全身に鳥肌が立った。

　何かを感じ取ったのだろう。彼の右手が胸から離され、脇腹や太ももを優しく撫でる。それもまた、とろりとした心地よさで、全身がとけていくようだ。

　やがて、蒼の手が優愛の脚のつけ根に辿り着き、熱を帯びた蜜襞をいたずらに数回撫でた。

「お湯じゃない、ね？」

　確信に満ちた囁きと共に、抱き上げるようにしてバスタブから連れ出され、シャワーで真っ白な泡を流される。

　目の前にある鏡には、全身を赤く染めた自分と、健全な肉体美を誇る蒼の姿が映る。

（恥ずかしい……）

　何を今更、と言われそうだが、恥ずかしいものは恥ずかしい。

　ひとりで赤面する優愛の視線を辿った蒼は、ああ、とひとりごちる。

「可愛い優愛が映ってるね……」

　そう言った蒼の顔には、狩猟本能を剥き出しにした獣の獰猛さが見える。優愛をほしがるその視線は、どうしたって本音に見えてしまい、頭も心ものぼせたようにくらくらする。

　用意周到。

　脱衣室に置いておいたらしい、未開封の銀色のパッケージを手にし、すばやく準備を整えた蒼は、ぬるいシャワーの下に立つと、優愛を背中から抱きしめた。

「このまま、しよう？」

　その方がよく見える──。そう言われた時には、すでに優愛の両手は壁につけられていた。おしりを突き出すような淫靡な姿勢は紛れもなく人生で初めてのものだ。

　羞恥と好奇心で戸惑う彼女の頬に短いキスを落とし、蒼はかたく滾った屹立を太もものあいだに滑り込ませる。

「あぁ、すごい。まだ挿れてないのに、優愛のここ、ひくひくしてる……」

「ぁ、やだぁ……」

　とろとろと滴る淫蜜をまぶすような、雄茎を肉襞にこすりつける動きを数回。それだけで期待に蠢く自分の蜜口がくぱっと開いて、蒼を受け入れようとする。

「蒼くん──」

　心細げな、頼りない声が喉から出る。

　教えられたばかりの蒼の熱が恋しい。蒼に満たされる幸福が恋しい。

　わかってる、とでも言うように、蒼が楔の角度を変えた。

「優愛……」

　名前を呼ばれ、同時に、蒼の切っ先が、熱く潤んだ優愛の隘路に侵入した。

「っ、んぁ、──あぁぁっ！」

　なんの抵抗もなく一気に最奥に辿り着いた雄根は、ずるりと我が物顔で、優愛のナカを満たす。みちみちと限界まで押し広げられた淫壁は、蒼をしゃぶり、血管の凹凸さえもダイレクトに優愛に伝わる。

「すご……。きゅうきゅうしてる。優愛、気持ちいいの？」

「ん、いい……。気持ちいい……」

「ほんと、素直で可愛い。優愛なら、何度でもほしくなる」

　湿った声にも、優愛の腰を掴む手にも、蒼の劣情を感じて、それさえも興奮を煽る。

　言葉の通り、蒼は次の瞬間、ぐいっと大きく腰を使い、優愛の弱いところを突いた。

「ぁ、あぁぁ！」

　ソファーで抱かれた時とは違い、快楽を逃がすすべがない。

　アンバランスにつま先立ちのままで最奥まで蒼を受け入れ、経験したこともないような気持ちよさに涙がこぼれる。

「優愛、すごいきれい」

　突然動きを止めた蒼は、しとどに濡れた秘処のすぐ上、ぷっくりと膨れ上がった淫珠を転がしながら、優愛に囁いた。

「や、そこ、……やぁ！」

　びりびりと突き刺すような強烈な刺激にめまいがする。

　促されるままに首だけ動かして鏡の方を向けば、現実とは左右対称の世界に、蒼に心も体も支配されている平凡な女が映る。

「や、蒼くん、恥ずかし……」

　きゅっと目を閉じた途端、蒼が律動を再開した。

「恥ずかしいだけ？　そのわりに、優愛のナカ、きゅっと締まって絡みついてくるけど……？」

　ぐちゅぐちゅと、シャワーの音にも負けないような濁った水音が浴室にこだまする。ずるっと引き抜かれるたびに、切なさに焦がれて腰が揺れる。

「ア、……ぁあッ、ん……！」

　揺さぶられるたびにたぷたぷと揺れる両胸は、気づけば蒼の手に包まれていた。少し乱暴なくらいに揉みしだかれ、乳頭をかすめる瞬間、そこだけ燃えそうなほどの歓喜が迸る。

「──ゃ、蒼くん、……そこ、だめぇ……！」

「ここ？」

　自分の耳にさえ甘ったるく聞こえる、弱々しい声は、それ以上に甘い蒼の声に掻き消された。それどころか、わざと熱杭の抽送に合わせて左胸の先端を親指の先で弾かれる。

「ッ、あぁァ！　それ、……やァッ！」

　あまりの気持ちよさに身をよじるのに、蒼の右手がそっと脇腹に添えられ、逃げることが許されない。太ももまで辿り着いた大きな手は、そのままつけ根を探り、かたく張りつめた雌の蕾をそっと撫でた。

「ア、ぁぁあッ！」

「優愛、──優愛だけ……」

　特別だ、と囁かれ、陰核を内側からもグッと雄芯に押されて、目の前で火花が散った。

「あぁぁァっ、──蒼く、……んんっ！」

　体内で燻っていた熱が一気に破裂し、蒼を包む淫肉から全身へと法悦が広がる。淫猥な粘膜が、無意識にぎゅっと蒼を締め上げるのがわかった。結合部から生まれる快感が次々と波のように優愛に襲いかかり、はくはくと息を継ぐだけで精一杯だ。

　蒼の手のひらの中で固くなった胸の尖り。同様に、淫襞からすっかり立ち上がった秘珠。痙攣しながらも決して蒼を離そうとしない隘路。

　まるで自分の意識と肉体が切り離されてしまったような感じもするのに、その一方で、今この瞬間から自身が生まれ変わったかのような多幸感にも酔いしれる。

　腰から崩れ落ちそうな優愛をしっかりと抱きしめ、ずんっ、と最奥を抉られて──。数秒遅れて、蒼が彼女のナカでびくびくと吐精した。

　ふたりぶんの荒い呼吸が、湿度の高い密室に反響する。

「──……平気？」

　大事な宝物のように抱きしめられている安心感で頷けば、彼はまだかたい屹立をじゅぶっと優愛のナカから引き抜いた。

「んぁ、っ──！」

　立っているのもやっとでそのまま壁伝いにずるずると腰を下ろせば、手早く後処理を済ませた蒼が、また優愛の背中と膝裏に手を回し、軽々と彼女を抱き上げる。それも、優しくかしずくようなものではなく、まるで独占欲を滲ませているかのような、しっかりとした拘束だ。

　優愛の脳内で、たくさんのクエスチョンマークが踊りだす。

「……あの、蒼くん？」

「続きは、ベッドでしよう……？」

　至近距離で見る蒼は、未だ瞳の奥に欲情の色を滲ませていた。

　普段、あまり欲望の類を表面に見せない彼の珍しく獣じみた眼差しに射抜かれ、優愛の心と隘路が震える。

「……いや？」

　甘えるような、優愛だけに見せる声音と眼差しの威力は、ひとことで言えば絶大で。

　濡れるのも構わず、真っ赤になった顔を隠すように、蒼の鍛えられた胸に顔をうずめる。それでも優愛は、小さくこくりと頷いた。
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『最近、変わったね』

　事務所の人間に限らず、旧知の現場スタッフや共演者たちに、そう言われることが増えた。

　それに続くセリフも、ある意味では定型通り。

『あぁ、やっぱり結婚したからか』

　おまえも人の子だな、と肩を叩く者もいる。ニヤニヤと下卑た笑いを浮かべる者もいる。あるいは、羨ましそうにため息をつく者もいる。

　いずれにしても、自分が変わったことが、プラスに作用していることは間違いないらしい。

　結婚してから付き合いやすくなった、とはっきり蒼に言う人もいたほどだ。

　そのせいだろうか。

　脇役とはいえ、連続ドラマの出演が決まった。

　事務所を通して監督から直々にもらったオファーで、共演者の顔ぶれも豪華絢爛の一言に尽きる。

　体調不良を理由に降板した俳優の後任で、ドラマの中盤からの登場だが、ストーリー展開上も重要な役だと言われた。

　一生に一度のチャンス。

　その知らせに、喜び勇んで、慣れないことをした自覚はある。

　自宅まで送ってくれるという和花の誘いを断り、優愛がバイトを始めたカフェに向かった。

　約束もなしに迎えに行くことへの躊躇もあるにはあったが、心優しい彼女は喜んでくれるだろうと思っていた。

　だけど顔見知りらしい男性客に微笑みかけている彼女を見るなんて、予想だにしていなかった──。

　苦々しい記憶を打ち消したくて、蒼は、ベッドでうとうととまどろむ優愛の髪を撫でる。無防備な彼女は、無意識なのか、小さく口角を上げる。

（好き、ってことだよな……）

　嫉妬なんて、自分とは縁のない感情だと思っていた。

　あの時、腸の煮えくり返るような、怒りに似た気持ちを抱えてカフェのドアをくぐった。

　それと同時に、心の狭くて醜い自分を優愛に知られるのも嫌で、必死で彼女に笑顔を向けた。

（取られたくない──）

　ソファー、浴室、そしてベッド。散々貪り尽くした優愛を飽きずに抱きしめる。

「……ん、蒼、くん……？」

　未だ、蒼の名を呼ぶ時の彼女はどこかぎこちない。

　起こしてしまったことを小声で謝れば、囁くような声で「大丈夫」と返される。

「……眠れないの？」

　数秒後に問われることも、いつもと同じ。

「優愛のせいでドキドキして寝られない」

　本音を吐露したはずなのに、優愛はまるで異国の冗談でも聞いたかのように、うっすらと微笑むばかりだ。そのうち、またすうすうと穏やかな寝息が聞こえてきて、彼女に無理をさせた自覚のある蒼はほっと胸を撫で下ろす。

　不眠症というよりショートスリーパーなのだろう。昔から、あまり眠らなくても、日常生活に支障がない。

　華やかそうに見えても体力勝負のところがある芸能界で、それは有利な体質だけれど、それでも優愛は事あるごとにこうして心配してくれる。

（ほんと、可愛い……）

　己の語彙力の乏しさに嫌気が差すが、他に彼女を適切に形容できる言葉が見つからない。

『お仕事の時も、休憩できる時はちゃんと休んで』

　そう言って、優愛が自分を案じてくれるから、自分で自分を大事にするようになった。

　ただいま、とか、ありがとう、とか、そんな些細な言葉で優愛が微笑んでくれるから、いつしか外でも挨拶や礼を口にするようになった。

　優愛に与えられる優しさのひとつひとつを噛み締め、そこでやっと天啓が走った。

（なんだ。全然、違うじゃないか……）

　比べるまでもなく、優愛はアノヒトとは違う。そんな単純な事実にふと思い至り、蒼の全身から力が抜けた。

　自身の欲にばかり忠実だったアノヒトの影に怯えていたことが、途端に馬鹿馬鹿しくなった。

（俺の優愛は、もっと──）

　無欲な彼女が自分の〝妻〟としてそばにいてくれるのは、あくまでも、人助け。あるいは、大事な姉への気遣いのため。

　そうわかっているけれど、あっさりと蒼の積年の女性恐怖症の呪いを解き、あまつさえ、不Ｅ能Ｄを治してしまった彼女に惚れるなというのが無理な話で。

　いや、それ以前から、──契約というカタチで結婚生活を始めた直後から自分は優愛に惹かれていたのだろう。だからこそ、まるでお守りのように《準備》だけはしておいた。

　ソファーで初めて唇にしたキスから、歯止めがきかなくなった。とろんとした瞳で蒼を見つめて、やわらかな体で蒼を受け止めて。

　彼女の人の良さを利用してしまった罪悪感はあったのに、ひとつに繋がった瞬間、言いようのない幸福感がそれを凌駕した。

（今も、この先も、優愛しかいらない──）

　優愛しか抱いたことがない、つい数時間前まで童貞だった男の戯言だと、笑われるかもしれない。

　シャワーの湯が流れ落ちる、深い胸の谷間。

　蒼を誘うように、淫猥に揺れるまあるい臀部。

　狂暴なまでに猛る怒張をけなげに受け入れる、濡れたあわい。

　まぶたの裏に鮮明に焼きついた優愛の痴態に、油断するとまた下半身に血が集まりそうになる。

「本当の夫婦、か……」

　弱々しくこぼれたひとりごと。

　どうしたら本当に彼女を自分のものにすることができるのか。

　人生初めての片思いに無力さを覚えながら、蒼は、そっと優愛を抱きしめてまぶたを閉じた──。
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　カウンターの卓上カレンダーに記された『霜月』の文字が目に入り、優愛はつい無意識に、蒼と出会ってからの期間を指折り数える。

（まだ半年だなんて、信じられない……）

　秋の長雨には遅すぎる気もするが、今日は一日中ずっとしとしとと小雨が降り続いている。しかし、窓の外の煌めく夜景と贅沢なまでの静寂は、さすが高級マンションだ。

　現代社会で多くの人間が憧れるであろうラグジュアリーな空間だが、優愛にとっては蒼の不在ばかりが色濃い。

　二十畳もあるリビングダイニングキッチンをひとりきりで持て余しながら、優愛は少し迷った末、窓際のソファーにちょこんと腰をおろした。

　ローテーブルでは、お気に入りのアップルティーが甘酸っぱい匂いを放つ。けれど、いつもは癒されるその香りも、こんな孤独な夜には効果も半減だ。

（蒼くん、早く帰って来ないかな……）

　いつ連絡があってもいいように、スマホはティーカップの隣に置いた。

　気晴らしにテレビをつければ、ちょうど画面に蒼の姿が映り、どきりと心臓が跳ね上がる。

　目まぐるしく場面の変わるそれは、これまでのドラマのダイジェストらしい。登場人物の思わせぶりなセリフや態度を誇張したＣＭは、確かに視聴者の興味を唆るものだった。

　例のドラマも放送回数が半分を折り返したことを思い出し、ぼんやりした頭で、番宣か、と理解する。

　恥ずかしいから観なくていい、と言われてしまい、優愛は蒼の出演しているドラマを観ていない。

　こっそり内緒で録画をしているけれど、自分以外の女性と一緒にいる蒼を観ることに抵抗があって、録りだめている状態だ。

　観たい気持ちと傷つきたくない気持ちが拮抗している。

（芸能界なんだから、蒼くんの周りにいる女の人が、美人でスタイルがいいのも当たり前なのに……）

　ドラマの中で蒼が恋焦がれる相手役は、優愛とは正反対の、──むしろ、姉の和花と同じタイプのスレンダーで知的な美人だ。客観的に見て、整った容姿のふたりは確かにお似合いだと思う。

　テレビ画面では、あっという間に話が進む。脇役なのに蒼の存在感も際立っていて、話題になるのも納得の作品だ。

『愛してる──』

　主人公の女性の手首を掴み、迫真の演技で心のうちを明かす彼は、どこからどう見ても完璧な男だ。事情を知っている優愛が見ても、とても女性恐怖症とは思えない。

（なんだか遠い世界の人みたい）

　連続ドラマへの出演は、大河原蒼のキャリアを大きく変えた。

　本人は中盤から登場するだけの脇役だと謙遜していたが、蓋を開けてみれば、それはお話の中のかなり重要な役どころで。もともとの話題性もあり高視聴率をキープしていたらしいが、蒼の初登場の回ではＳＮＳの話題はドラマと彼のことで持ちきりだった。

　抜群のプロポーションと完成度の高い演技力。その裏に隠された滲み出るストイックさは、蒼より少し年下の男たちを魅了し、新たな層のファンを獲得したらしい。

　どちらかといえばクールな顔立ちの蒼が不意に見せる笑顔がセクシーだと人気を博し、年齢を問わず、女性ファンの数も鰻登りだ。

　それに伴い、仕事も増えた。

　今日も、蒼は地方ロケだと言って、まだ陽も昇らないうちに出かけていった。

　以前にも増して精力的に仕事をこなしている彼は、撮影以外でも共演者やスタッフたちと頻繁にメッセージのやりとりをしたり、時には食事に行ったりするようになった。

　置き時計を確認すれば、短針はもうてっぺんに近い。

　まだ帰ってこないから、今夜も遅いのかもしれない。そう思えば、余計に寂しさが募る。

　鳴らないスマホを気にかけつつ、お行儀悪く膝を抱え、手近にあったクッションをぎゅっと抱きしめる。

（契約結婚だもんね……）

　ただでさえ時間の不規則な仕事をしている蒼に、こちらから連絡するのも気が引ける。それに加えて、あくまでもビジネスライクな関係だ、と初めに姉に釘を刺されたことを思い出してしまえば、いくらメッセージアプリとは言え、優愛の方から帰宅時間を問うような無粋なこともできない。

（スタッフとか共演者とか、現場の人と仲良くするのも芸能人の仕事のひとつって、前にお姉ちゃんも言ってたし……）

　ぼんやり眺めていたテレビは、ＣＭの後で始まったバラエティー番組でも、当然のように蒼がゲスト出演している。

　お笑いタレントのＭＣに紹介されている顔ぶれは、錚々たるメンバーだ。

（──あ、この人……）

　蒼と隣り合って立っていても釣り合いのとれる細身の美女に、優愛の目は釘づけになった。

　腰まで届く豊かな黒髪。切れ長の一重はどこか物憂げで、画面越しとはいえ、見つめられれば同性の優愛もドキドキしてしまう。

　アジアンビューティーと評される、艶やかな容姿に加え、名前以外はすべて非公開というミステリアスな設定も話題を呼んでいるタレントだ。コスメブランドのＣＭがいちばんの話題のようだけれど、優愛にとっては、蒼のドラマの共演者という立ち位置の方がしっくりくる。

『──そうですね、ドラマの撮影中もルシャが──』

　司会者に話題を振られ、ドラマについての話をしているのだろう。蒼がにこやかに相槌を打ち、その隣でルシャが同意を示すように目元を綻ばせる。

『ほんと、ふたりの仲が良すぎて現場でも周りが遠慮しちゃって──』

　優愛の知らないタレントが、面白おかしく裏話を暴露しているが、話がさっぱり頭に入ってこない。優愛の意識は、互いに目配せし合う蒼とルシャで占領されてしまっている。

（苦しい……）

　胸を締めつけられるような痛みに耐えきれず、優愛はそっとテレビを消した。再びの静寂と孤独にも我慢できず、スマホに手を伸ばす。

　けれど、ＳＮＳアプリを立ち上げれば、そこでもやはり目につく話題は、蒼が出演しているドラマのことばかりで。

　公式アカウントが発信している舞台裏の写真で、蒼とルシャが親密そうに微笑みあっているのを見て、優愛の頬を熱い涙が伝った。

　やめればいいのに、滲んだ視界の向こうに見えるファンからのコメントをつい追ってしまう。

『美男美女で理想のカップル！』

『ルシャが相手だったら、いくら蒼でもそっちに乗り換えちゃうんじゃない？　結婚相手、一般人だっけ？　蒼に捨てられちゃうかも。かわいそー！　笑』

　女性恐怖症は治ったみたいだね、とか、おめでとう、とか。浮かんでは消える心にもない感想に、ぐっと奥歯を噛む。

　蒼のことを思えば、これで良かったのだ。やりきれない思いでそう自分に言い聞かせるのに、涙が止まらなくて苦しい。

（もうお仕事も終わり、かな……）

　あくまでもビジネスだと和花も言っていたではないか。救いようのない勘違いをした愚かな自分が悪いのだけれど、傷ついた心が「だって」と子どものようにぐずる。

（──だってしょうがないじゃない。蒼くんが、あんなに……あんなに……）




　蒼が、あんなにとろけるような視線を優愛に向けるから。

　蒼が、まるで世界一大事な存在であるかのように優愛に触れるから。

　蒼が、優愛を特別だなんて言ったから。




　ふらふらとソファから立ち上がる。よろけるようにして自室に辿り着くと、クローゼットにしまっておいたボストンバッグを引っ張り出した。

　偶然目についた小さな鏡には、涙に濡れた自分の醜い顔が映っていて、優愛は思わず目をそらした──。
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（優愛からの連絡は、ない、か……）

　メッセージアプリの通知を確認し、蒼は無意識に重たいため息をついた。近くにいる共演者やスタッフに聞かれないようにしたつもりが、そろそろ落胆を隠すのもきついというのが本音だ。

　ドラマのおかげで知名度が上がり、マルチタレントとして活躍する場も増えてきた。

　スタジオでの仕事ばかりでなく、地方ロケやＣＭの撮影もあり、優愛とのすれ違いが続いている。

　それも、タイミングの悪いことに、優愛を初めて抱いた翌日から突然忙しくなったのだから始末が悪い。

（最後にちゃんと喋ったの、いつだっけ……？）

　完全に優愛不足だというのに、相手の方はそうでもないようで、その事実がまた蒼のため息を誘う。

　着信履歴を開けば、目に留まるのは、つい数時間前にかかってきた実母からの着信だ。




『あ、もしもし。……あの、お母さんです』

　優愛かと思ったのに違った──。

　落胆と衝撃のないまぜになった気持ちで反射的に通話を終わらせようとした蒼の鼓膜に、『待って』という懇願が突き刺さる。

　返事もできずにいる蒼を無視し、親戚の誰それに電話番号を聞いたのだ、と、焦ったように説明した彼女は、一拍だけ間を置くと、唐突に謝罪の言葉を口にした。

『ごめんなさい。お母さん、──お母さんなんて言っちゃいけないわね』

　続いて聞こえたため息は、やけに弱々しかった。

『あの……こんなこと言えた義理じゃないのはわかってるの。でも、どうしても言いたくて。本当にごめんなさい。蒼のこと、偶然テレビを見かけて。これからも応援してるから……。体に、気をつけてね……』

　無言を貫く蒼に、さすがの彼女もどうしたらいいのかわからなくなったのかもしれない。聞き取れないほど小さな声には、記憶にあったような張りはなく、ただ悔恨と哀愁だけが感じられた。

「……」

　何も言うことはない。かろうじて残る理性がそう身体に指令を出す。

　静寂が耳に五月蝿く、ばくばくと跳ね回る心臓も五月蝿い。

　けれど。

『あの、じゃあ……切るわね』

　そう言われた瞬間、蒼の口が勝手に動いていた。

「俺は、──俺は、あんたを赦せるかどうかわからない」

　言った瞬間、それが自身の本音であることを理解した。相手にもそれが伝わったのか、はっと息を呑む音が聞こえた。

「……でも、ありがとう」

　互いの吐息が聞こえるだけの数秒、いや、数十秒が過ぎた。

　やがて、回線の向こうからは、すすり泣くような声が聞こえた。




　蒼は、五分にも満たない会話を反芻し、すっかり暗くなった空を仰ぎ見る。

　居た堪れなくなって、通話は蒼の方から終わりにした。そのくせ、なぜか着信履歴に残った電話番号を電話帳に登録もした。

　ずっと嫌悪の対象でしかなかった母親と冷静に話ができたことは驚きだが、それもすべて優愛のおかげだと身にしみて思う。

　ありきたりな表現だが、彼女のおかげで荒んでいた心が、──傷を負っていた心が少しずつ癒えてきた、とでも言えばいいのだろうか。冷静な心持ちで母親の謝罪を受け止めることができた。

　自分の健康を考えて、温かな料理を用意してくれること。

　その日あったことを伝えるだけの拙い話に、穏やかな微笑みを浮かべて耳を傾けてくれること。

　家族は大事だ、と無邪気に思っていること。

　そして、その家族の中に蒼を入れてくれたこと。

　挙げ連ねればキリがない優愛の魅力に、強張っていた身体から無駄な力が抜けるのを感じる。




『だってほら、いくら契約結婚とは言え、夫婦だし……家族だし……』




　いつだったか、彼女が当たり前のように言ってくれた言葉を思い出す。

　本当は、優愛にすぐにでも母親から電話があったことを伝えたかった。それだけではなく、話したいことは山ほどある。それなのに、連日の多忙なスケジュールのせいでろくに話もできていないどころか、ほとんど顔も見ていない。

（電話、かけてみようか……）

　今日だけで一体何度目だろう。優愛の番号が表示されたスマホを片手に、かき集めた勇気が霧散していくのを感じる。ひとことでもいいから声が聞きたい、と思う一方で、迷惑がられたらどうしよう、とも不安になる。

　結局、撮影が終わった気配を感じ取った蒼は、そっとスマホを待受画面に戻した。

　お疲れ様でした、と元気の良い挨拶があちこちから聞こえ、蒼もまた、笑顔でそれに応じる。打ち合わせを終えたらしい和花と合流し、帰りの車に乗り込んだ時には、すでにデジタル時計が十時半を示していた。

「ねぇ、そういえば、最近は演技力で女性恐怖症もカバーできるようになってきたでしょう？」

　高速道路を走り始めてしばらく経ったところで、和花が何かを思い出したかのように口を開いた。

「あぁ、まあ……」

「契約結婚のことだけど、そろそろ終わりにする？」

「──え？」

　予想外の提案に驚き、運転中の和花の横顔を見れば、その顔は至って真面目だ。

「共演者との関係も良好だし、特にルシャさんとは今後──」

「嫌だ」

　淡々とした和花の話を遮りたくて、きゅっと細くなった喉から声を絞り出す。

（優愛と別れる……？）

　想像しただけで、胸が張り裂けそうに苦しい。

　瞬時に青ざめた蒼に一瞥をくれた和花が、器用に眉の動きだけで続きを促す。

「……嫌だ」

　未だ彼女からの連絡もないスマホを、もう一度だけ確認する。

「それって、優愛と離れたくないから、って意味？」

「そうだけど……でも、優愛の方はそうでもないのかもな」

　投げやりにそう言ってしまったのは、連日の疲労のせいだ、と思うことにした。

　一度ストッパーが外れてしまえば、あとはもうなし崩しで。

　優愛から連絡が来ないことや、彼女は自分とすれ違い生活でも平気そうなことを漏らす。

　最後まで辛抱強く聞いていた和花だったが、その口から出た結論は思いのほか厳しいものだった。

「自分だって優愛に本音を言ってないなら、お互い様でしょ。『好き』でも『愛してる』でも、はっきり言えばいいじゃない」

　焦ったい、と言わんばかりでスパッと言い切る和花に、蒼は空いた口が塞がらない。

「なっ……!?」

「あのね、可愛い妹のためだから余計なお節介焼くけど、本音なんて言わなきゃわかんないわよ。まして、あの子は自分に自信がないの。私なんかよりよっぽど性格はいいし、料理上手だし、胸だって大きいし、可愛いくせに、ずっと『お姉ちゃんには敵わない』って思い込んでる子なの。ちょっとやそっと好意を示したくらいじゃ通じないし、信じないわよ」

　容赦のない物言いに、がつんと頬を殴られたような衝撃を受ける。けれど同時に、思い当たる節もあり、蒼は視界が一気に晴れるような気がした。

　特別だとか、大事だとか、言葉の限りを言い尽くしてきたつもりなのに、まったく優愛に届いていなかった理由。

　一番肝心な『好き』を伝えていなかった。

（──本気だと思われてなかった……？）

　傷つくより先に、過去の自分を引っ叩いてやりたいような衝動に駆られた。

　次々に思い出すのは、自身の愚かな過ち。

　顔面蒼白の彼を横目で見る和花は、いつも見慣れた、敏腕マネージャーの顔に戻っている。

　優愛を手放すわけにはいかない、と急く思いで、蒼はじっと前方を睨みつけた。

　北関東では曇天だった空も、都内に近づくに連れて小雨が降り始めたようだ。戻る時にだけ不快な音を立てるワイパーが、蒼の神経を逆撫でする。

　和花も、それ以上は何も言わなかった。







【第４章】








　スマホ。財布。一日分の着替えと貴重品の入ったボストンバッグ。

　手荷物を確認し、優愛は小さく息を吐いた。

　婚約者とふたり暮らしを満喫している姉には迷惑をかけられない。かと言って、こんな日付が変わる時間帯にビジネスホテルを見つけられる可能性はほとんどないだろう。今夜はひとまずネットカフェに泊まるか、二十四時間営業のファミレスかファストフード店で過ごそう、と算段する。

　早くしなければ、と気持ちばかりが焦る。

　蒼を前にして今までどおりに振る舞える自信は一切なかった。

（雇用契約って雇われた側が破棄してもいいんだっけ？　いや、そんなことよりとりあえずお姉ちゃんのところに連絡した方がいいのかな？　でも、そうするとお姉ちゃんにも事情を説明しなきゃいけなくなっちゃうし……）

　落ち着いて考えられる場所に行こう。和花への連絡は、そこからすればいい──そう心に決め、ドアノブに手をかけて開けようとした瞬間、ドアがふわりと軽くなって勝手に開いた。

　驚いて声を上げるよりも前に、転がり込むようにして入ってきた蒼と正面からぶつかる。

「──っ、ごめん！　……って、優愛？　なんでこんなところに……」

「蒼くんこそ、こんなびしょ濡れで！　大変、風邪ひいちゃうからとにかく急いで中に──」

　見上げるほどの長身は、すっかり水を含んだ黒のパーカーが張りつき、髪も鞄も雨に濡れていて。

　このままでは体が冷えてしまう、と慌てて中に入るように促すが、当の本人はなぜか玄関先で立ち尽くしたままだ。

「……出て、いくの？」

　瞠目した彼の視線を辿り、自身の荷物の存在を思い出す。次の瞬間、視界が揺らいだ。

「優愛。ねぇ、答えて。出ていくの？」

　ドスッと鈍い音がして、優愛はやっと、自分が蒼の手によって壁に──正確には、作りつけのシューズボックスに押しつけられたことを知る。

「ね、蒼くん、痛い……」

　どんな時でも優しかった蒼なのに、今、目の前にいる彼は様子がおかしい。

　血の気の引いた顔。すがるような目つき。聞き取れないくらい掠れた声。

　優愛の肩を押さえる手も、誰の目にも明らかなほどに震えている。

「もう、蒼くんは大丈夫かと思って……」

　ぽろっと転がり落ちた優愛の本音は、口にした途端、思った以上に彼女自身の心を抉った。おさまっていたはずの涙がまたじわりと滲み、止める間もなく、ぽたりと頬を伝う。

「……優愛？」

　優愛の様子もまたおかしいということに、気づいたのだろう。蒼が少しだけ手の力を弱め、彼女の顔を覗き込む。

（あぁ、そうだ。この人は、出会った頃は目を合わせることさえできなかったのに……）

　不意に思い出した、昔の蒼。目を見張るほどの変貌ぶりが、嬉しいのにひどく苦しい。

「大丈夫って、何が？　俺、全然大丈夫じゃないよ。優愛がいないと生きていけない」

　両肩に置かれた手は、雨に濡れて冷たいはずなのに、何故か熱い。

「……でも、──でも、さっきルシャさんと番組で仲良くしてて、……撮影現場の写真、も……それで……」

　高ぶった気持ちと共に嗚咽が漏れた。脳内をぐるぐると回るのは、つい三十分ほど前に観たばかりの蒼とルシャの微笑み。親密そうで、お似合いで、やはり一般人の自分とは世界が違うのだと思い知らされた。

「え……？」

　一方、目の前の蒼は、予想外の名前を聞いた、とばかりに微かに眉根を寄せる。

「ルシャさんと仲良くしてて、もう、……女性恐怖症も治って、蒼くんが大丈夫なら、私、……いらないと思って……」

　ぐわっと視界が塞がれ、次の瞬間、優愛は蒼に抱きしめられていた。

　耳元に彼の熱い吐息を感じる。

「……それで、出ていこうとしたの？」

　言語化されてしまえば、まるで駄々をこねる子どもの家出だ。それでも優愛は、渋々「うん」と返した。

　途端、またぎゅっときつく抱きしめられる。

　けれど、その抱擁も長くは続かず、また少しだけ蒼に距離を取られ、顔を覗き込まれた。

「優愛、ごめん。ずっと伝えてたつもりなのに、全然伝わってなかったみたいだ。ちゃんと言うから、聞いて……？」

　蒼の真剣な眼差しに、優愛の身がきゅっと竦む。不安と恐怖で縮こまった彼女に気づいたのか、蒼は安心させるように片手で彼女の頬を撫でた。優愛に触れるたびに見せる、どこか嬉しそうな表情に、懐かしさを覚える。

「愛してるんだ。優愛がいないと生きていけないから、どこにも行かないでほしい──」

　今度は、優愛が瞠目する番だった。

（蒼くん、今、愛してるって言った……？）

　都合のいい妄想か、はたまた、優愛の知らないドラマのワンシーンか。脳裏に浮かんだ疑惑は、蒼の眼差しを前にして、一瞬で消えた。

　一片の迷いも憂いもない、きれいな瞳。澄み切った視線は甘くてやわらかく、たった今聞いた告白が嘘でも演技でもないことを本能的に知る。

「優愛、本気だよ。確かに初めは女性恐怖症を治す手伝いをしてもらいたくて、演技の練習を頼んでたけど、途中からそんなの関係なくなった。優愛に触りたくて、独り占めしたくて、離したくなくて……」

　言葉では足りない、とでも言うように、蒼がもう一度、ぎゅっと優愛を抱きしめる。濡れて冷たいシャツの下、蒼の肉体は驚くほど熱い。

（それに、蒼くんの心臓、凄く速い……）

　かたい胸板に添えた両手に、蒼の鼓動がリアルに伝わってくる。

「虫のいい話だってわかってる。でも、俺はどうしてもこの契約結婚を本物の結婚にしたい。優愛は？　優愛は、こっそり出ていきたくなるくらい俺のことが嫌になった？」

　切実さの滲み出る問いを、優愛はふるふると首を振って否定する。

「違うの。テレビでもＳＮＳでも蒼くんの話題ばかりで、……蒼くんはもう女の人も平気みたいだし、私がいなくてもいいのかなって思って、それで──」

「ダメ。優愛がいないと無理。だからいなくならないで。お願い。ずっと俺と一緒にいて」

　夢を見ているのかと勘違いするほど情熱的な告白に、体温が上がる。嬉しいのと恥ずかしいのとで真っ赤になっているだろう頬に、蒼は愛おしそうに親指で触れる。何度か演技の延長としてされたことがあるその親密な行為さえ、今は特別なものに思える。

　照れる優愛に、蒼は目元を綻ばせて、もう一度ゆっくりと「一緒にいて」と囁いた。

「私で、いいの……？」

「優愛がいい。俺、言ったよね？　優愛だけ特別だって」

「……演技なのかと思ってた」

　優愛の言葉に、蒼が、大きく肩でため息をつく。

　次の瞬間、噛みつくようなキスで唇を塞がれ、優愛の口から思わず吐息が漏れる。

「信じるまで何回でも言う。優愛、優愛だけが特別で、俺がほしいのも優愛だけだよ」

　蒼の声が、言葉が、優愛の心にすとんと落ちた。嬉しくて頷けば、今度は優しいキスがひとつ与えられる。唇同士が触れ合うだけの口づけ。けれど、心からの思いが込められていることは、蒼の濡れたような瞳を見ればわかる。

　しがみついた拍子に、指先の冷たさに蒼の現状を思い出し、優愛は慌てて彼を押しやった。

「蒼くん！　ところで、どうしてこんなに濡れてるの!?」

「ん？　あぁ、これ？」

　蒼は優愛の肩を掴んだまま自身の長い腕の分だけ彼女との距離をとると、自身の濡れた体を確認する。けれど、また何事もなかったかのように優愛を抱きしめた。

　それが、少しの時間でさえ離れるのが嫌だと言われているようで、単純に嬉しくなる。

「家の近くまで車で送ってもらったんだけど、夜間工事のせいで迂回しなきゃいけないって言われて。でも一秒でも早く優愛に会いたかったから、途中から走ってきた」

「もう！　早く着替えないと風邪ひいちゃう！」

　照れ隠しに出した精一杯の怒った声は、耳元で囁かれた蒼の甘い声にかき消された。

「──じゃあ、優愛があっためて……？」

　風邪ひいちゃうから早く、と続ける蒼は、明らかに〝そういう意図〟を匂わせていて。

　最愛の男の誘惑に、抗えるはずもない。

　湿って重くなった蒼の服を両手で掴み、こくりと頷く。そのまま、優愛は蒼にさらわれるようにして寝室へと連れ込まれていた。

「会いたかった……」

　背中に当たるセミダブルベッドのスプリングの感触は、あの夜以来だ。

　顔じゅうについばむようなキスの雨を受け、自然と体から力が抜ける。

「ん、私も会いたかった……」

「本当？」

　キスを止めた蒼が、不安と期待の混じった眼差しを向ける。

「離れてても何も連絡がないから、優愛は本当に俺のことをただの仕事の対象だって見てるんだとばかり思ってた……」

「そんなことない。蒼くんこそ、何の連絡もくれなかったし、もう女の人が苦手じゃなくなったから私はいらなくなったんだと思ってたよ」

「ねぇ、さっきも思ったんだけど、女の人が平気になったって、何の話？」

　心底不思議そうな顔をする蒼に促され、優愛は渋々──本当に渋々、もう一度ルシャの名前を口にする。

「あのドラマの中でルシャさんに触ってたでしょ？　あの……告白のシーンで」

　拗ねたような声音になってしまったのは、許してほしい。

　脳裏に再生された、俳優としての大河原蒼の演技は素晴らしかったが、その相手が自分と正反対のスレンダーな美女となればとても平常心ではいられない。

「優愛、もしかして嫉妬した？」

　今更否定することもできずに頷けば、こめかみに熱い唇を押しつけられる。

「あのシーンは、告白の相手に優愛のこと想像しながら演じたんだ。おかげで一発オーケーが出て、監督にも褒められた」

「そうなの？　だけど、ルシャさんの方が痩せてるし、きれいだし──」

「でも、優愛じゃない」

　一刀両断。スパッとそう言い切った蒼は、柔らかな視線を優愛のそれと絡める。

　火傷しそうに熱い眼差し。迷いのない声。触れ合う場所から伝わる、少し高い体温。

　蒼は、それから、少しだけ後ろめたそうに眉尻を下げた。

「それに、正直言うと、俺も優愛が仕事中に男の客と話してるところを見て、妬いた」

　露呈した互いの思いに、一拍遅れて、ふたりでくすくすと笑い合う。

　蒼の吐息が首筋にかかり、くすぐったさに身をよじれば、今度は同じ場所に噛みつくようなキスをされた。

「──もう、俺のもの」

　やがて、唇を離した彼が、満足そうに囁いた。

　鏡を見なくても、そこが鬱血痕で紅く染まっていることがわかる。

　オフホワイトのニットとインナーのキャミソール、それに、くるぶし丈のスカートを順に脱がされた。蒼もまた、ボトムスはそのままで、上半身は鍛えられた肉体を晒す。

「優愛、好き。愛してる……」

　箍が外れたのかと思うほど、蒼はあっさりと何度も愛の言葉を口にする。その合間に、蒼の唇が、優愛の肩に、二の腕に、手首にまで押し当てられた。そのたびにぞくぞくとした愉悦が生まれ、優愛はたまらず熱い息を吐く。

「──ん、ぁ……」

「あぁ、ほんと、めちゃくちゃ可愛い」

　気づけば、ブラのホックは外され、ふたつの大きなふくらみが蒼の前に曝け出されていた。恥ずかしくて思わず両手で隠そうとしても、それより先に蒼によって手首を掴まれてしまう。

「隠さないで──？」

　蒼の舌が、胸の谷間をなぞる。

（隠さないでって言われても、このアングル、凄い恥ずかしい……）

　世間を騒がせるほどの美形の彼が、自分の胸に顔を埋めている。それどころか、あっという間に両胸は彼の手に包まれ、その動きに合わせてかたちを変える。

「すべすべ。それに、やわらかくて、気持ちいい……」

　イケメンのうっとりとした声は、耳にも心臓にも悪い。

「可愛い。優愛のここ、ぷくって立ち上がってきた……」

　ほら、と、教えるように乳嘴をこする蒼の親指と人差し指は、的確に優愛の感じる力で彼女を攻める。微弱な電流が走るような感覚に、早くも優愛のおなかの奥にいやらしい熱がこもる。

「舐めていい？」

「ひゃっ、ぁあっ！」

　左の乳頭が蒼に舐められた瞬間、反射的に高い声が出た。間髪を入れず、右の先端が優しくつままれ、直後、ふたつの飾りはそれぞれ舌と指でくにくにと転がされる。

「っ、あぁっ！　ゃ、そこ……！」

　与えられるふたつの刺激が、濃厚すぎて苦しい。そう言いたかったつもりが、蒼には違うふうに聞こえたらしい。

「嫌？　じゃあこっちは？」

　胸を舐めるのをやめた彼は、そのままあちこちにキスを落としながらみぞおちを辿る。

「──っ、ん、やぁ！」

　くすぐったいのと気持ちいいのが混ざったような奇妙な感覚に、優愛はたまらず仰け反った。その隙に、蒼が器用に下着をすべて奪い去る。

　彼女の脚のあいだに落ち着いた彼は、なぜかそのまま両手で太ももに添えて左右に押し開いた。

「ぁ、やだぁ……」

　もっとも恥ずかしい場所を晒しているというのに、魅了されたように熱を帯びた視線を向ける蒼に、拒絶の言葉が尻すぼみになる。

「……濡れてる」

　かがみ込んだ蒼の低い声が、寝室に響く。それと同時に、指が淫襞の合わせ目を二、三度上下に往復した。

「優愛、──こっちにも、キスしたい」

「……え？」

　言葉の意味を噛み砕くのに時間を要した。理解した途端、その淫猥すぎる要求に全身が熱を帯びる。

　少し長めの前髪越しに優愛に向けられた上目遣い。

　許しを乞いねだるように秘裂をかすめる指。

　重ねて囁かれる、優愛の名前。

　否とも諾とも言えない彼女に、蒼が色気のある微笑を浮かべた。

「可愛い。真っ赤になってる」

　ぐいっと太ももを大きく開かれ、次の瞬間、その中央に蒼の顔が寄った。ぴちゃっ、という水音が聞こえた時には、優愛の蜜口に彼の肉厚な舌が触れていた。

「んぁっ、……ぁ、あぁん！」

　先ほどの指の動きをなぞる舌の動きが、あわいを上から下へ、下から上へとしつこく繰り返される。それでも飽き足らなくなったのか、次いで、溢れ出る蜜をすするように、淫襞が割り開かれ、泥濘に蒼の舌がねじ込まれた。熱気を帯びた息が敏感な粘膜と陰核を刺激し、それだけでも肉壁が震える。

「ぁ、蒼く、……そこ、やぁ！」

「ここ？　気持ちいいの？」

　器用に口淫の合間にそう問う蒼は、間違いなく優愛の返答を正しく理解している。その証拠に、ぐちゅぐちゅと数回蜜壺を出入りした舌が、今度はぎゅっとかたくなった秘芽に触れた。途端、全身を突き通すようなびりりとした甘美な愉悦が優愛を支配する。

「や、ぁあっ！　蒼くん、それ……っ！」

「可愛い、優愛。もっと乱れて──」

「んぁっ！　ぁぁあっ！」

　ぐちゅん、と生々しい水音を立てて、蒼の指が隘路に挿入された。ふたりの体液でぬかるむそこは、何の抵抗もなく二本目の指まで受け入れる。

「ナカ、びくびくしてる」

「ゃ、もぅ、……そこ、恥ずかしい……」

　真っ赤になった顔を覆うように両手を押し当てても、与えられる快楽は激しさを増すばかりだ。

　過敏な肉芽に吐息がかかるだけで、普段とは違う刺激に脳が焼けそうになる。その上、蒼の長い指が充血した隘路を摩擦するのだから、おかしくなりそうだ。

「や、だめぇ、……蒼くん……！」

　涙ながらに愛しい人の名を呼べば、与えられたのは、それまでよりも強い愛撫で。

　内壁をこする指に合わせ、張り詰めた媚芽をぢゅっと吸われ、その瞬間、優愛の体は一気に上り詰めた。

「──ぁ、ぁあぁっ！」

　痙攣する媚肉を優しくこすられること、数回。浮上していた感覚がやっと体に戻ってきた頃に、蒼はそっと指をナカから引き抜いた。

「ほんと、俺の奥さん、可愛すぎて我慢できない……」

　ふわっとした意識の向こうで、蒼がそう呟くのが聞こえた。

　蒼は、自分自身の服もすべて脱いだらしい。いつの間にか、そしてどこからか取り出した避妊具で手早く準備を済ませるのを、いつかと同じように現実感が稀薄なままで見つめた。

　狂暴なまでに昂った雄芯ははっきりと天を向き、蒼の興奮を如実に示している。

「優愛、大好き」

　嬉しくて嬉しくて仕方がない、という蒼の表情は、どこか獲物を前にした肉食獣を連想させる。熱を孕んだ眼差しも、微かに上気した頬も、優愛に夢中になってくれていることが見て取れた。

「世界で一番愛してるよ──」

　大好きだけでは足りないとでも思ったのか、次いで出てきたのはまるでドラマの中のセリフみたいなのに、そこには一ミリの演技もない。あるのはただ蒼からの窒息しそうなほどの愛で、酩酊感に意識が飛びそうになる。

「私、も──、っ、あぁぁっ！」

　抱きしめられ、迷いなく視線を重ねられて。

　同じだけの思いを返した瞬間、熱杭が、狭い隘路に挿し入れられた。

　ゆっくりと泥濘に沈んでいく陽根は、その切っ先で優愛のおなか側の弱いところを擦る。

「ん、ぁぁっ！　ふぁ、っ……！」

　溢れた嬌声が自分の耳にさえとろけそうに甘く聞こえた。すがるように蒼に抱きつけば、しっかりと抱きしめ返してくれる。そのことが、途方もなく嬉しい。

「優愛のナカ、熱い」

　そう告げる蒼の声の方にこそ、火傷しそうな熱が感じられる。

　じわりじわりと優愛の奥深くに辿り着いた蒼は、最奥で一度、その動きを止めた。

　慈しむように、満足げな吐息と共にさらにきつく抱擁される。どちらのものかもわからない心音が、二人の間で絶え間なく響いた。

　密着した場所から、得難いほどの快楽と幸福が湧き上がる。けれど、それだけでは足りないと思ってしまったのも本音で。

　同じことを思ったのか、蒼が優愛に啄むような濃厚なキスをする。

「……んっ、ぁ」

　唐突に離れた唇を名残惜しく思うより先に、優愛の顔を覗き込んだ蒼が妖しく瞳を煌めかせる。

「ごめん、足りない。──動くよ？」

　次の瞬間、ずんっ、と激しい衝撃を受けて深いところを抉られる。そのままがつがつと貪るような抽送を与えられれば、言いようのない法悦が隘路から広がっていく。

「ん、ぁ、蒼くん……っ！」

「いいね、優愛に名前呼ばれるの、すごい好き」

　そう言って極上の笑みを見せた蒼は、おもむろに優愛の背中と腰を両手で支えた。揺らぎのない力強さで彼女を抱き起こすけれど、無論、繋がったままなので受け入れている優愛にはその動きさえも刺激が強すぎて、思わず嬌声が漏れる。

「──ぁ、やぁ……奥……！」

「うん、一番奥まで届いた。わかる？」

　快楽の涙で滲んだ視界に映る蒼の顔は、想像以上に幸せそうな笑顔でこそばゆい。

「可愛い、優愛。ほんと可愛い」

　臆面もなく褒める声。嬉しげに緩む目元。ぴったりと重なった肌。そのすべてに満ち足りた幸福を覚える。

　その一方で、甘やかな言葉とは対照的に、蜜窟に突き刺さる剛直が微かに動くだけでダイレクトに優愛を刺激するからたまらない。

「ァ、ああぁっ！　や、蒼く……」

「知ってるよ、優愛の好きなところ」

「んんっ、あっ！」

　そっと囁かれた、確信に満ちた甘い声が淫猥すぎて、思わず優愛の下腹部に力が籠る。そのせいで余計に蒼の屹立を締めつけることになり、とろりと結合部から新たな蜜が滴るのがわかった。やわらかな襞を伝った体液は、先ほどの蒼の唾液と混ざり合い、ぽたぽたとシーツに落ちる。

　可愛い、との言葉に重ねるようにして与えられた頬擦り。けれど、次に蒼の口から溢れた声は劣情に満ちていた。

「ずっとこうしてたいけど、そろそろ限界。──優愛が可愛すぎるのが悪い」

「何言って……っ！　ぁあっ！」

　奥深くまで雄根で貫かれ、真下から律動を与えられる。再度、根元まで楔をずっぷりと埋められたせいで、蒼の恥骨が優愛の肉芽と擦れる。

　不安定になった上半身は蒼によって支えられ、それだけでなく、今度はふるふると揺れる胸に彼の唇が寄せられた。

「ぁ、蒼くん、──んぁっ！」

　次に起こることを予期して上げた弱々しい悲鳴は、甘い喘ぎに変わる。

　唇で食まれた乳頭が、きゅっとかたくなるのがわかった。鋭敏になったそこを、蒼の舌が丁寧に舐め転がす。

「──優愛、気持ちいい……？」

　息継ぎの合間の問いかけに必死で頷けば、次の瞬間、同じように今度は反対の乳嘴に熱い舌が絡みつく。

「んんっ、いい。気持ち、いいの！　良すぎるの……ぁ、あァッ！」

　我慢しきれず、優愛の喉から小さく歓喜の悲鳴が上がった。

　刹那、ぐわりと体が傾いで、蒼が体勢を変えたのがわかった。快楽に支配された身体はされるがままに抱き止められ、今度は自身の唇で蒼のキスを受け止める。

「ん、んんっ……ん、ぁ！」

　性の法悦を追い求める律動に合わせ、優愛の肉体が宙を跳ねた。

（ゃ、──胸の先が擦れちゃう……！）

　身体が上下するたびに、押しつぶされた胸の突起が、蒼の厚い胸板と摩擦する。蒼の舌に与えられていたやわらかな刺激とは異なり、もっと直接的で、もっと過激だ。たまらず逃げようとすれば、それを察した蒼に後頭部を支えられ、より一層、二人の身体を密着させられる。

　二つのかたいしこりは、すっかり熟して、ぐにぐにと蒼に擦りつけられるほどにそこに甘い疼きを生む。

「優愛」

　一瞬だけ離れた蒼の唇が、愛おしそうに彼女の名を紡いだ。

　初めて見る蒼の満ち足りた顔に、ぶわっと全身の血液が沸騰した。

（もう、おかしくなっちゃう──！）

　そう思ったのと同じタイミングで、蒼に最奥を突かれ、ふわっと意識も感覚も浮上した。太ももが痙攣し、肉壁が勝手に楔を締めつける。おなかの中に溜まっていた淫熱が弾け飛び、脳内で閃光が走った。

「ぁああっ！」

「──っ！」

　泥濘の中で蒼の雄芯がぴくぴくと跳ねるのを感じる。わななく隘路がそれをぎゅっと包み込む。

　ぐったりとしたまま蒼に支えられてベッドに横たわれば、なぜか妙に元気の有り余っている彼はさっさと避妊具の処理を済ませると、二つ目のパッケージを取り出した。

「優愛。ねえ、もう一回、しよ……？」

　全然足りない、と甘く囁かれ、返答の暇もなく、また組み敷かれる。それも、なぜか今度は優愛がうつ伏せの状態で。

　驚きを隠せずに振り返った先に、妖艶な笑みを浮かべた夫の顔が見える。

　雄としての情欲が滾ったままの蒼の視線は、未だ空腹の肉食獣を思わせる鋭さで、目が合った途端、優愛は、次の快感を予感して背筋が震えた。

　あっという間に自身の屹立に皮膜を被せた蒼によって、背後から腰を掴まれる。

「挿れるよ──？」

　閉じかけた蜜口に衰えることを知らない欲の滾りが押しつけられる。

「ぁ、……ぁアッ！」

　くちゅくちゅ、と浅瀬で淫露をまとうような往復がなされ、もどかしい刺激に自然と腰が揺れてしまう。

　焦れた気持ちは同じだったのか、腰を抑える両手に力が籠った直後、後方から串刺しにされるような対位に羞恥を覚える余裕もなく、隘路を少しずつ奥へと進むたまらない愉悦に意識を奪われてしまう。

「──ゃァ、……ん、深い……！」

　蒼の熱杭が、ずくん、と奥に行き着いたのを、頭ではなく身体が理解した。先端が何かにぶち当たるような感覚がして、触れ合う場所から信じられないくらい強烈で淫靡な快楽が全身に走る。

「蒼く、も……無理、……気持ち良すぎて、力入んない……」

　すでに絶頂を経験している秘処は過敏すぎて、ほんの少しの刺激さえ辛い。

　ほとんど涙声での懇願に、野獣のように優愛に覆い被さった蒼が、くくっ、と喉奥で笑う。

「いいよ。そのまま感じてて？」

　直後、ずしん、と強い衝撃に全身を襲われ、同時に骨の髄まで痺れるような快楽が結合部から手足に波紋した。

「ぁぁあアッ！」

　深々と優愛の淫窟に収まった鞘は、けれど片時もじっとしてはおらず、またずるりとギリギリまで引き抜かれ、息を継ぐ間もなく、根本まで押し込められる。そのたびに、皮膜越しにでもわかるごつごつした隆起が優愛の充溢した淫肉をこそぎ、触れ合う細胞のひとつひとつまで歓喜で痺れる。

「……ぁ、それ、やだぁ！　気持ち良すぎて、も、奥は無理……！」

　ずちゅん、と、何度目かの脳髄が沸騰するような法悦を浴びせられ、顔は歓喜の涙でぐちゃぐちゃだ。

　セミダブルのシーツはすっかりよれて、快楽を逃すためにその白い布地を掴むのに次々と襲いかかる律動の前ではまるで役に立たない。

「ん、ここ、すごい気持ち良さそう。俺のに絡みついてきて、ひくひくしてる……」

「やぁ、それ恥ずかしいから……！」

　愛する男の恍惚とした声で卑猥な描写をされてしまえば、身も心もどろどろに溶ける。それでも貪欲に蒼を求める淫窟が、優愛自身でもわかるほどにきゅうきゅうと蒼にまとわりつく。

　際限のない淫欲に眩暈がする。

「あぁ、駄目だ。俺もおかしくなりそう……」

　熱に浮かされたような声がむき出しの背中にふりかかり、次いで、背骨を食むように獰猛な口づけをされた。

「んぁぁっ！」

　思わず仰け反れば、シーツと肌の間に蒼の手が滑り込み、淫熱に爛れたように熟した胸の尖りごと掴まれる。ふにふにとやわ肉を揉む大きな手は、器用に指の狭間に乳嘴を挟み込んで圧迫するからたまらない。

　淫らな動きを繰り返す手に翻弄される間に、今度は大きく両脚が割り開かれ、快楽に咽ぶ女の泉をすべて味わい尽くそうと雄根が押し込まれた。

　それも、結合の角度が良すぎるのか、みっちりと隘路を塞ぐ質量が勢いを損なうことなく抽送され、野蛮なまでに優愛の体内で愉悦を巻き起こす。

　ひと突きごとに、あるいはひと捏ねごとに強制される、リズムも力加減も違う、淫靡な余波。子宮の奥が、もう限界だと音を上げて、今まで以上に激しく身体が震えた。

「ぁ、ああぁっ！　ゃ、あぁ、──蒼くん、好き、大好き……」

　弾ける瞬間、無意識に呼んだのは最愛の人の名前。

　崖から飛び降りるような解放感と絶頂。

　秘処だけが別の生き物になったかのように、ぐちゅりと欲望のままに蒼を締め上げ、嬲り倒す。その淫靡な動きのせいで、未だ宙を漂う感覚が抜けない優愛は、更なる高みへと無理やり押し上げられる。

「……っ、優愛」

　数秒遅れて、同じく切なげに彼女の名を呼んだ蒼が、自身の楔を深く突き刺し、最奥でびくびくと精を放った。

　ぐったりとベッドに身を委ね、呼吸を整える優愛の背後では、蒼が二度目の後始末をする気配がする。

　なんとか身体を捻り、蒼の方を見やれば、心配そうに優愛を覗き込む双眸と視線が絡み合った。

「シャワー、浴びる……？」

「ん、浴びたい」

　全身に倦怠感があるが、それでもお湯でさっぱりするのは魅力的な提案で。

　ただ、間違いなく明日は筋肉痛であろう身体で起き上がるのが億劫なのも事実だ。

　葛藤でベッドに横たわったままの優愛に歩み寄り、ボクサーパンツを履いただけの蒼が当然のようにかがみ込む。

「じゃあ、しっかりつかまって」

「──え？　ぁ、蒼くん！」

　ぐちゃぐちゃにしわの寄ったシーツごと抱き上げられたのが、唯一の救いか。

　ほとんど裸に近い無防備な格好でお姫様抱っこをされてしまえば、つい条件反射で蒼の首に両手を回してしまう。それが嬉しかったのか、落とすことのないように彼女をしっかりと抱きかかえた彼は、甘やかな眼差しの奥に尽きることのない情欲を滲ませる。

「これで終わりだと思ってる──？」

　こめかみに落とされた、触れるだけのキス。男の艶やかさを残す微笑。迷いのない足取り。

　シャワーの音に混じって優愛の嬌声が漏れ聞こえるまで、そう時間はかからなかった。







【終章】








　ご馳走様、とにこやかに席を立つ女性二人組の客に、優愛もまた微笑みを返す。

「ありがとうございました」

　見送りがてら後ろ姿を目で追えば、通りを歩いている人たちは皆、一様に寒そうな様子だ。

　もう年の暮れ。

　夕刻ということもあってか、なんとなくみんながいつもより早足で、街全体が気忙しそうに見える。

　同じことを考えたのか、テキパキとテーブルを片付ける店長が「これだけ寒いと早く家に帰りたくなるわね」と笑った。

「そうですね」

　蒼との契約結婚から、およそ半年。

　気持ちを確かめ合った直後、優愛は蒼の所属する事務所に雇用契約の終了を申し出た。

　いち早く事情を察した姉に「幸せになりなさいね」と微笑まれた時には、感極まって泣いてしまったのも良い思い出だ。

　今はこうして、家事の傍ら、カフェでのアルバイトだけは続けている。

（蒼くん、今日も遅いって言ってたな……）

　ドラマ出演後の彼の人気ぶりはとどまることを知らず、最近ではメディアで顔を見ない日がないほどだ。

　大手のビールメーカーのＣＭも決まり、映画のオファーも来ているらしい。

　それでも本人は至って謙虚で、家では相変わらず、次の役作りのための筋トレをしたり、演技の練習をしたりしている。

　ストイックな夫に思いを馳せていたせいで、お店のドアが開くのに気づくのが遅れた。

「いらっしゃいませ！」

　優愛が慌てて台布巾を片手に顔を上げると、そこにはたった数秒前まで心に思い描いていた蒼の姿があり、驚きで目を丸くしてしまう。

「ただいま、優愛」

　そう言って、いたずらが成功した時みたいな満面の笑みで店内に入ってきた蒼は、今ではすっかり顔見知りになった店長に軽く頭を下げる。

　店長の方も、さすがにもう蒼の来店に驚くこともない。それどころか、白のパンツに黒のハイネック、マスタード色のジャケットを羽織った彼に、のんきに「その格好、似合ってるわね」などと世間話を振っている。

「今日は撮影が早く終わったんだ」

「そうなの？　良かったね」

　仕事が好きな蒼だが、妻としては彼の最近の多忙ぶりが気掛かりでもあった。だからこそ、今夜は彼もゆっくり休めるだろう、と思えば、自然と声に張りも出る。

　けれど、蒼は違う意味に解釈したらしい。

　かがみ込むようにして優愛の耳元に唇を寄せてくる。

「おかげで、今夜は優愛とゆっくり過ごせる」

　思わせぶりな物言いに真っ赤になって「蒼くん！」と叱っても、彼はまったく動じない。それどころか、返事の代わりにぽんぽんと優愛の頭を軽く撫でる。

「そろそろ時間だよね？　着替えておいで」

「え、……う、うん」

　にこやかに頷く店長にも促され、優愛はバックヤードに向かう。

　いつもならまだ二、三組の客がいる時間帯だが、今日はなぜか閑古鳥が鳴いている状態だ。

（ま、たまにはこういう日もあるよね）

　蒼の予告もなしの迎えもわりと頻繁にあるせいで、優愛もすっかり慣れた。甘やかされてるな、と思いつつ、忙しい合間を縫ってふたりの時間を少しでも長く取ろうとしてくれる彼に感謝の念が尽きない。

　この冬用に新しく買った薄いグレーのタートルネックのカットソーに、淡いピンク色のニットを重ねる。ボトムスは仕事でも使えるジーンズだけれど、試着した時に蒼が可愛いと言ってくれたお気に入りのコーデだ。今まであまりパステルカラーの服なんて着なかったのに、蒼の影響を受けてワードローブがカラフルになりつつある自覚はある。そして、その自覚がまた面映い。

　あまり待たせるのも悪い、と、手早く前髪を直してドアを開けた瞬間、「優愛」と最愛の人に名前を呼ばれる。

「……え？」

　真正面に立つ蒼に、目を奪われた。

　状況が理解できずに立ち止まった優愛を見て、彼は少しだけ口角を上げる。そして、長い足でゆっくりと一歩前に踏み出した。

　かつん、かつん、と足音を立て、蒼が近づいてくるのを茫然としながら見守った。

　一メートルほど手前で立ち止まった蒼は、服が汚れることもかまわずその場で片膝をつく。

（これって……！）

　ジャケットの内ポケットから取り出された黒いベルベットの小箱。

　緊張を隠さない蒼のかたい表情。

　驚きのあまり口元を両手で覆った優愛に、蒼がどこまでもまっすぐな視線をぶつけてくる。

「優愛、今更って思われるかもしれないけど、ちゃんとけじめをつけたかったんだ」

　その言葉に確固たる意思を感じる。瞬きをするだけで精一杯の優愛に、蒼は数秒おいてから先を続けた。

「俺と結婚してください」

　頬も、耳も、指先さえ、熱い。

　驚きすぎて声が出ないかもしれない──そう思ったのに、それでも一刻も早く返事をしたい気持ちも本音で、文字通り、こくりと唾を呑む。

　急かすこともせず、ただ優愛を見つめる蒼に、自然と深い感謝と恋情の念が湧いた。

「……はい」

　口元を抑えたままで発した震える小さな声は、けれど、きちんと蒼の耳にも届いたらしかった。

　立ち上がった彼に左手を取られ、薬指に指輪がはめられる。その夢のような光景を、優愛はドラマのワンシーンを観るような感覚で見ていた。

　夢心地の優愛の前で、蒼は同じデザインの指輪を自身の左手の薬指にはめる。そのまま手を宙にかざして満足気に微笑んだ彼は、優愛の視線をつかまえた後、彼女をそっと抱きしめた。

（嘘みたい……）

　現実離れした契約結婚から、叶うはずのない片思いを経て、今、こうして蒼とお揃いの結婚指輪をしている。

「優愛、蒼！　おめでとう！」

「お姉ちゃん!?」

　拍手と共に名前を呼ばれて、声の方向を向けば、そこには姉の和花と義兄がいる。姉の手にはちゃっかりスマホが握られていて、写真か動画を撮っていたことがわかる。

「はいはい、通してちょうだい！」

　さらにその後ろから店長がホールのケーキを両手に抱えて現れて、ちょっとしたパーティー状態だ。

　嬉しいサプライズの連発に優愛は蒼の顔を見上げる。同じタイミングで優愛の顔を覗き込んだ彼は、いたずらを企むように小さく笑みを見せるとそっと顔を寄せた。

「ケーキよりも優愛が食べたい──」
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（本物だ……）

　うっとりした顔をしている自覚はある。けれど、緩んでしまう頬をどうすることもできず、左手を広げ、薬指に光る指輪を飽きずに眺めてしまう。

「また指輪眺めてたの？」

　押し殺した笑い声と、からかうような双眸。

　いつからそこにいたのか、ドアに寄りかかるようにして優愛を見つめる蒼は、シャワー後の濡れた上半身を惜しみなく晒している。

「だって、嬉しいんだもん」




　大河原優愛。




　戸籍上の話ではなく、今日初めて、本当にその名前になったような気がする。

　うまく説明できそうになくて、素直に喜びの気持ちだけを伝えて言葉を切った。それでも、蒼は何かを悟ったらしく、「そっか」と小さく頷き返される。

　結局、店長の好意でケーキばかりではなく、サンドイッチやオードブルまでご馳走になった。

　蒼の翌日の仕事を口実にパーティーを辞したのが、午後八時過ぎ。

　先にシャワーを浴びるように言われ、素直に夫婦の寝室で蒼を待っていたところだった。

「俺も、嬉しい」

　大きな歩幅でベッドに歩み寄った蒼は、同じく指輪をした左手で優愛のそれをそっと持ち上げる。愛でるように親指で指の甲を擦ること数回。

「あのさ、……年内は難しいけど、落ち着いたら優愛のお父さんとお母さんにご挨拶させて？」

　暗に両親のお墓参りを催促され、彼の優しさが嬉しくなる。

「……うん。きっとふたりともびっくりするよ」

　こそばゆいような感覚にふふっと小さく笑みがこぼれる。

「それと、今は仕事で海外にいるから難しいけど、親父にも会ってほしいんだ。──母親の方は、まだわからないけど」

「蒼くん……」

　実の母親から電話があったことは、両思いを確認した翌日、蒼に聞いた。そこには、彼にしかわからない複雑な思いがあるのだろう。

　けれど、優愛は内心、蒼がどんな結論を出しても応援しよう、と決めている。

　直後、彼の顔が近づいたと思ったら、結婚指輪をかすめるように小さなキスを贈られる。

「優愛、……始めるよ？」

　毎夜のごとく聞かされた始まりの合図に、優愛の心臓がトクンと跳ねる。

「ぅ、ん」

　同意は、優しいキスで封じられた。

「愛してるよ、俺の可愛い奥さん」

　繰り返し啄むようなキスをされ、ルームウェアを脱がされて。

　流れるような動作でインナーとキャミソールの肩紐を外されながら、優愛もまた「私も愛してる」と囁いた。

　優愛としては、精一杯の自然な流れの告白だったはずなのに、蒼にとってはそうではなかったのだと悟ったのは、声を発した数秒後のことだ。

　芸能人らしく大きめのはっきりした瞳が、今は一際大きく見開かれ、顔中が、──耳たぶや首筋まで真っ赤に染まっている。そんな蒼に、優愛もまた赤面してしまうのはどうしようもないことだと言えるだろう。

　言い訳がましく「あの、今のは忘れて……！」と口走ったけれど、時既に遅し。

　手慣れた仕草で蒼によってあっという間に生まれたままの姿にされた。非難の声は、押しつけられたやわらかな唇と、隙間から遠慮なく差し込まれた舌に呑み込まれる。勝手気ままな熱を帯びた粘膜は、優愛の口内の歯列をなぞり、上顎の裏を嬲り、揶揄うように優愛の彼女の舌をつつく。

「……ん、む、……っ！」

　そうしている間にも、大きな手のひらが、優愛の肩を撫で、腕を伝い、脇腹をかすめて、太ももと臀部の間を往復する。ただ触られているだけなのに気持ちいいのは、明らかに、蒼が自分相手に欲情しているからだ。

「んんっ……！」

　名残惜しげな銀色の糸を最後に、突然にキスは終わった。

「可愛い、優愛」

　幾度となく繰り返された睦言は、今日もひたすらに甘い。

　条件反射のようにうっすら浮かんだ涙の膜の向こうで、本当の意味で夫になった蒼が、隠しきれない興奮を浮かべて微笑んだ。

「蒼……っ、きゃ！」

　揺らいだ視界、背後に感じる重み、そして、押しつけられた胸や腹部のシーツの感触。気づけば腹這いの体勢で、背後には無論、蒼がいる。

「優愛、痛かったら言って？」

　言葉は優しいのに、一呼吸分も間をおかずにうなじに押し当てられた舌は、むしろ意地悪だ。

「んむっ、……っ、あ、やァ、……っ！」

「優愛、こうして後ろから喋られるのに弱いよね」

　上機嫌にそう呟く蒼は、わざとらしく肩甲骨や肩を甘噛みする。与えられる呼気にさえ感じてしまい、耐えきれずに漏らした甘い嬌声は、シーツに吸い込まれた。

「くすぐったい？　それとも感じる？」

　教えて？　という囁きに、返せる言葉が思いつかずに無我夢中で首を横に振る。

「本当に、演技が下手だね」

　嬉しそうにそういう蒼は、間違いなく、優しく目尻を下げている。それがわかるほどに、蜂蜜よりも甘い声音でそう告げられる。同時に、彼の手が背後から臀部を割り、蜜壺に添えられるのを感じた。

「ん、んっ……ぁ、ぁアッ！」

　抵抗もなく挿し込まれた愛しい男の指に、自身のそこがどれほど潤っていたのかを知って顔を熱くする。

「良かった。ちゃんと濡れてる。気持ちいい……？」

「ぅん、ぁ……気持ちい、い……！」

　良かった、と重ねて耳元に直接安堵の吐息を注ぎ込まれ、背後に彼の熱を感じて、優愛の全身が多幸感に震えた。

「ぁああ、ん、ァ、……や、それ、やァ！」

「優愛、愛してるよ」

　ぐちゅん、と軽い衝撃と共に、一気に二本目の指が隘路に挿入された。

　何度経験しても、そのたびに、狭い蜜窟を蒼に征服される感覚に幸せな眩暈を覚える。

　性の充足を求める優愛の体が勝手に腰を振り、押し込められた指以上の質量と熱を求めて肉襞が収縮してしまうのを止められない。

「すごい、ナカがヒクヒクしてる。優愛、ほんと可愛すぎ」

「は、ぁんっ、……ぁぁあっ！」

「ここが気持ちいい？　この、ザラザラしてるとこ」

　淫靡な蜜を掻き出すようにゆっくりと抜き差しを繰り返す蒼の指が、執拗に肉壁の一か所を撫でさする。そこから生まれる愉悦は、一気に優愛を快楽の淵に導いた。ぐちゅ、くちゅ、と断続的に続く水音が鼓膜を犯し、その合間に蒼の熱い吐息が耳たぶを掠める。

「や、ぁァ、蒼く、も、……そこ、やぁ！」

「ん、ごめん」

　ふふっとやわらかな笑い声が聞こえ、謝罪の意図を持つ言葉に、優愛はほっと胸を撫で下ろす。けれど、動きを止めて隘路に収まる二本の指は、次の瞬間、胸とシーツの間に滑り込んだもう一方の手と同じリズムで動き始めた。

「ぁ、んんんっ！　や、両方、……むりぃ……！」

「優愛、ほんとに演技が下手だね。ほら、こっちは気持ち良さそうにぐちゅぐちゅ音がしてるのに」

「──や、言わないで……！」

　恥ずかしさに腰を引くのに、そうはさせまいと、蒼の指がしつこく優愛の蜜壺を追いかけて塞ぐ。つけ根まで埋められたそれは、優愛の弱いところを的確に攻め立てるのに、それだけでは足りないと感じてしまう。

（違う、もっと……）

　生理的な涙が浮かぶのも構わず、シーツに頬を押しつけたまま蒼の方を振り返れば、整った顔を上気させた彼と視線がぶつかった。淫欲を纏う彼の視線に、優愛の背筋がピリリと震える。

「蒼くん、……お願い、指じゃヤなの。蒼くんと一緒がいい……！」

　途切れ途切れのか細い訴えは、けれど、きちんと最愛の夫の耳に届いたらしかった。

　優愛のナカで蠢いていた指がぴたりと動きを止め、微かな呻き声と共に、今度はむき出しの背中に蒼の額が押しつけられたことを知る。前髪が擦れるこそばゆい感覚に身じろぐけれど、蒼の方は、そんな優愛に気づかないのか、もごもごと何かを呻いた。

　可愛すぎてズルい、と聞こえたのは気のせいだろうか。

「んぁぁっ！」

　確認する間もないままに、ずるりと引き抜かれた指に、また条件反射で嬌声が漏れる。

　呼吸が整うまでの短い間にも、蒼が背後で手早く身支度を整える気配は感じた。

「優愛？」

　いたわるような、愛おしむような、甘い声に呼ばれ、なんとか頭を少しだけ動かすと、いつになく真剣な表情の蒼が視界を塞ぐ。

「我慢できないかもしれない。ごめんね……？」

　謝罪の意図を把握するのに数秒要した。

　その間に、蒼はすっかり準備を終え、言葉通り、猛々しさを感じる剛直を優愛の秘処に、──淫襞の隙間を縫うように押しつける。

　この先に待つ、蒼だけが優愛に与えることができる快楽を予期して、彼女の蜜窟がぎゅっと収縮する。

「ぁ、っ……！」

「きつ……」

　かたい熱杭の先端が優愛の秘道にねじ込まれる。

「んっ、……んんっ、や、蒼くん、おっきい……！」

　たまらず溢れた本音に、どうしてだか隘路の中腹に鎮座する蒼の男根がより一層質量を増した。みちみちと押し広げられる感覚は生々しく、隆起の一つ一つまで感じられそうな密着感に、優愛の眦から悦楽の涙がぽろぽろ溢れる。

「好き、蒼くん、好きなの──」

「ん、俺も好き。愛してるよ」

　もう二度と誤解することがないように、と、蒼はまめに気持ちを吐露してくれるようになった。それなのに、何度愛の言葉を口にされても、嬉しさも恥ずかしさも薄れることはなく、今も優愛の全身を多幸感が支配する。

　ずんっ、と激しい抽送の末、なんとか雄としての昂りをすべて蜜壺に収めたらしい蒼が、耳元で囁く。

「全部入った。優愛、気持ちいい……？」

　慣らすような優しく穏やかな律動が数回。摩擦されるたびに溜まる淫熱をどうにかしたくて、助けを求めてシーツを握り締めれば、そんな彼女の左手を蒼のそれが上からそっと縫い止める。

　まだ慣れない、薬指の金属の感触。

　ちょうど同じ場所に存在する蒼の指輪の気配を察知し、優愛の心がたちまち沸騰する。

　結婚指輪。

　夫婦としての証が嬉しく、また、蒼に愛と快楽漬けにされることも嬉しくて、キュウキュウと熱い粘膜が彼の分身を締め上げる。

「や、ぁぁあッ！」

　ぱちゅん、と高い音を響かせる抽送が一回。

　その衝撃でやわらかなベッドに埋もれそうになるけれど、後を追いかけるように全身に波紋する悦びのせいで意味をなさない悲鳴しか出ない。燻っていた掻痒感が霧散する感覚に、もっともっと、と気持ちばかりが急いてしまう。

「優愛のナカ、火傷しそう。どろどろだし、絡みついてくる」

　そんなに欲しかった？　というふざけ半分の問いに、無我夢中で頷けば、返事の代わりに抽送のスピードが上がる。

「や、蒼く、……激し、……っ！」

「我慢できないって言ったよね？」

　鼓膜に直接流し込まれる、劣情にまみれた声に、優愛の背筋にぞくりと震えが走る。

　蒼の陽根の切先が熟れきった淫肉をこそぐように動き、最奥を突かれるほどにだらだらと秘処の花弁や内腿を雌の蜜が滴り落ちる。

「あ、ぁぁああっ！　や、だめ、壊れちゃ……！」

「いいよ」

　数か月の間で優愛の肉体を知り尽くした蒼は、器用に彼女と左手同士を重ねながらも、律動をやめない。静寂に満ちた寝室に、優愛の啜り泣くような悲鳴と卑猥な水音、それに蒼の浅い呼吸音が響く。

　ぎゅうぎゅうと子宮の奥が戦慄き、愛する夫から離れまいと肉壁に圧力がかかるのを感じた。当然、締めつけられている蒼もそれはわかったようで、優愛の左手を押さえる手に、力が籠る。

「優愛、ほんと可愛い。イキそうなの？」

「ん、んんっ！　ァ、ああっ、……は、ぁっ！」

　返事もできない──！

　必死で頷くと、よくできました、と言わんばかりに首筋に熱いキスを落とされた。くすぐったいのと気持ちいいのが入り混じる、絶妙な場所と絶妙な軽さに、この時ばかりは焦れた思いを抱く。

「優、愛──」

「んァ、ぁぁあっ！」

　名前を呼ばれた直後、全身がどくどくと震えた。その一呼吸後で、ぎゅっと閉じた瞼の裏に、真っ白な光が明滅する。

（気持ちいい……）

　達した時に蒼の名前を呼んだ気もするが、はっきりと声にならなかった気もする。

　いずれにしても、優愛の濡れそぼった蜜口は、ずぶりと挿し込まれた剛直をまるごと根元まで呑み込み、吐精を促すように浅瀬から最奥までぶるりと数回震えた。

「──、っ！」

　堪えるような低く短い蒼の声と、背中にぴたりと押しつけられた熱い体温。

　隙間もないほど密着した隘路で蒼の雄根がぴくぴくと断続的に痙攣するのを感じた。

　夢見心地な優愛の耳にも届くのは、どくどくと力強く拍動するふたり分の心臓の音と、荒い呼吸。

　ぼんやりとした視界に、二度と離すまいと、しっかり絡められた蒼と自分の左手が見え、そこに鈍く光るお揃いの指輪に恍惚とした心持ちになる。

「ひゃ、ァあっ！」

　蜜襞をめくるようにして、突然、淫窟から雄の滾りが引き抜かれた。次の瞬間、優愛の体が大きく向きを変え、彼女の上に屈み込む蒼と視線がぶつかる。

　初めて会った時とは別人のように、自信と生気に満ち溢れた彼は、雄の色香を存分に発しながら口角を上げた。

「ねぇ、優愛。まだ足りない」

　もっと、と低く甘く囁かれ、思わせぶりに指先で胸をくすぐられて。

　きゅんとときめく心で、優愛は自ら蒼に抱きつき、唇を重ねた。







《あとがき》








　はじめまして、もしくは、こんにちは。太おお田たまりえです。

　このたびは『ただの契約結婚なのに肉食獣の溺愛Ｈが激しすぎます!?　～美童貞による際限のない淫欲と悶えるほどの快楽～』をお手にとっていただき、本当にありがとうございます！

　濃蜜ラブルージュ様での太田まりえの四作目になりますこの作品は、『イケメンなのに女性恐怖症で童貞なヒーロー』と『お人好しで姉へのコンプレックスを抱えるヒロイン』の奇妙な契約結婚から物語がスタートします。作中では特に明記していませんが、太田の過去作で登場したビール会社のＣＭは、今作のヒーロー・蒼がやっているだろうな、と想像しながら書きました。「ああ、あの作品のビールメーカーのことか」と、こっそり思ってもらえたら嬉しいです。

　表紙イラストは、カトーナオ先生にお引き受けいただきました。女性恐怖症だったとは思えないようなセクシーな手つきの蒼と、愛されてとろけそうになっている優愛のふたりにキュンとしてしまい、何度もラフを眺めては執筆のエネルギーに変えていました。蒼の両手から独占欲が滲み出ていて、太田のほうがドキドキしてしまいます。カトーナオ先生、本当にありがとうございました！

　こちらの作品は、実は、コミカライズも予定されているので、それらも合わせてお楽しみいただけましたら幸いです。（コミカライズの方は、太田もひとりの読者としてとても楽しみにしています！）

　最後になりますが、編集担当様をはじめ、出版に携わってくださったすべての皆さま、執筆に理解を示してくれた夫、そして、この本を読んでくださった皆さまに、心からの感謝を。

　本当に、本当に、ありがとうございました！

　またどこかでお会いできることを祈って。






太田まりえ










【著者紹介】

溺愛・策士・執着系ヒーローが大好きで、執筆のお供はコーヒーとチョコレート。最近、ブラックコーヒーが美味しいと思えるようになりました！







濃蜜ラブルージュ

ただの契けい約やく結けっ婚こんなのに肉にく食しょく獣じゅうの溺でき愛あいＨが激はげしすぎます!?

～美び童どう貞ていによる際さい限げんのない淫いん欲よくと悶もだえるほどの快かい楽らく～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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